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今週の市場見通し 
国内株式市場 マーケット概観 

■高市政権への期待感で日経平均は 50000 円目前まで上昇 

 先週の日経平均は週間で 1717.50 円高（＋3.61％）の

49299.65円で取引を終了。週初から買いが先行、21日には高

値49945.95 円まで上昇し、5万円大台目前の水準にまで迫っ

た。自民党と日本維新の会が連立政権の樹立で合意したと報じ

られ、財政拡張派の高市政権樹立期待が高まる形となった。ま

た、トランプ米大統領が対中通商協議に楽観的な見方を示した

ことや、前週末にかけて警戒感が高まっていた米地銀の信用リ

スクが和らいだことなども、株価の押し上げ材料につながった。 

その後、週後半にかけては伸び悩みの動きとなった。米中貿

易摩擦があらためて意識され、米ハイテク株が下落し、東京市

場でも半導体関連株を中心にして利食い売りが優勢の形とな

った。高市氏の首班指名を受けての出尽くし感もいったんは強

まったようだ。ただ、週末には米半導体株の反転に加え、高市

新総理の所信表明演説を控えて再度政策期待が高まり、反転す

る形で取引を終えている。 

 なお、10 月第 3 週の投資主体別売買動向によると、外国人

投資家は現物を1833億円買い越した一方、先物は3200億円売

り越し、合計1367 億円の売り越しとなった。2 週ぶりの売り

越しとなる。一方、個人投資家は現物を3158億円買い越すな

ど、合計で2789億円の買い越しとなっている。ほか、信託が

2175億円の買い越しとなった半面、都地銀は2301億円の売り

越しだった。 

 

■金融政策イベントやトランプ大統領来日など注目イベント多い 

先週末の米国株式市場は上昇。ダウ平均は前日比472.51ド

ル高の 47207.12 ドル、ナスダックは同 263.07 ポイント高の

23204.87で取引を終了した。225ナイト・セッションは日中終

値比240円高の49560円。9月の消費者物価指数（CPI）は前

年比3.0％の上昇となり、前月の2.9％から伸びが加速したも

のの、市場予想の3.1％上昇は下振れ。10月追加利下げが確実

視される状況となったほか、12月利下げ期待も高まる形に。 

今週は国内主要企業の決算発表のほかにも、注目イベントが

数多く予定されている。個別物色主体となりがちな決算発表シ

ーズンではあるものの、イベント次第でマーケット全体の変動

幅も大きくなる可能性があろう。最大の注目は米連邦公開市場

委員会（FOMC）となるが、9月CPIの結果からも、0.25％の追

加利下げが決定される公算が大きい。パウエル連邦準備制度理

事会（FRB）議長の会見内容も注目されるが、こちらも、12月

追加利下げの見方を大きく変化させるものにはならないだろ

う。マーケットへの一段のインパクトは限られよう。 

一方、29日から30日に予定されている日銀金融政策決定会

合では、足下では利上げ見送りとの見方が増えつつあるもの

の、完全には織り込まれている状況になく、政策金利据え置き

となればポジティブな反応が優勢になるとみられる。高市政策

への期待感がより高まる可能性もあるだろう。日銀総裁会見、

展望レポート、翌日の東京都区部消費者物価指数（CPI）など

を受けて、12 月利上げ観測が高まる余地もあろうが、もとも

と、12 月か 1 月の利上げは想定線であり、大きくネガティブ

に捉える必要はなさそうだ。 

28 日朝には日米首脳会談が予定されている。防衛関連、レ

アアース関連、造船関連などの銘柄には刺激材料となってくる

余地はあろう。一方、防衛費の増額要求次第では、債券市場に

一定の影響を及ぼす可能性は残る。ただ、マーケットへの影響

という点では、米中首脳会談がより大きいと考えられる。30

日の朝に対面式での会談が行われる予定となっているもよう。

会談が行われること自体がポジティブな方向性であり、市場で

は期待感が先行していく公算が大きいと考えられる。 

 

■国内では半導体大手の決算が揃って発表予定 

 国内では、注目企業の7-9月期決算発表が数多く予定されて

いる。とりわけ、半導体製造装置大手5社の決算が揃って発表

されることになる。大手半導体株の動きはマーケット全体のム

ードを左右する状況となっており、決算内容自体は想定線で

も、その後の株価の反応は大いに注目されることになろう。ほ

か、輸出企業の決算内容から、関税の影響が限定的と捉えられ

れば、今後の決算発表に対し安心感が生じることにもなる。 

米国企業の決算も、指数に影響を与えそうな企業が多いほか、

国内関連銘柄に影響を及ぼしそうなものも多い。大企業による

データセンターへの投資動向などにも関心が高まりそうだ。 

 

■日米金融政策イベントや日米首脳会談に注目 

今週、国内では、27 日に 9 月企業向けサービス価格指数、

29日に10月消費動向調査、31日に9月失業率・有効求人倍率、

9月鉱工業生産、9月商業動態統計、10月東京都区部消費者物

価などが予定されている。また、29日から30日にかけて日銀

金融政策決定会合が開催され、30 日には植田日銀総裁の会見

のほか、展望レポートが公表される。なお、27 日にトランプ

米大統領が来日、28日には日米首脳会談が行われる予定。 

海外では、27日に独・10月Ifo景況感指数、米・9月耐久

財受注、28 日に米・8 月 S&P/ケースシラー住宅価格指数、10

月コンファレンスボード消費者信頼感指数、30 日に欧・ECB

理事会、7-9月期ユーロ圏GDP、9月失業率、独・7-9月期GDP、

米・7-9月期GDP、31日に中・10月製造業・非製造業PMI（国

家統計局）、米・9 月個人所得・個人支出・デフレーターが発

表予定。ほか、28日から29日にかけて米FOMCが開催される。

各国金融政策会合や主要企業の決算発表など注目イベントが目白押し 

国内株式市場 
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今週の市場見通し 

国内株式市場 新興市場 

 

 

マクアケ<4479> 

サイバートラスト<4498> 

 円 

東証グロース市場250指数 

新興市場 

■高市政権の政策関連銘柄を探る動きか 

 

今週の新興市場は上昇が見込まれる。21日の高市首相の所

信表明演説を経て、改めて高市政権による政策「サナエノミ

クス2.0」に関連するであろう宇宙・防衛、核融合発電、量

子コンピューター、人工知能（AI）、サイバーセキュリティ

等の銘柄を探る動きが期待される。また、国内でも決算発表

シーズンに突入するため、決算を材料とした個別物色の活況

が見込まれる。28日にマクアケ<4479>、サイバートラスト

<4498>、リアルゲイト<5532>、29日にSBIリーシングサービ

ス<5834>、ドリコム<3793>、30日にJストリーム<4308>、グ

ローバルセキュリティエキスパート<4417>、31日に

TDSE<7046>、サンクゼール<2937>などの発表が予定されてい

る。 

 

■ノースサンドなどが上場承認 

 

今週のIPOは予定されていない。先週は、総合コンサルテ

ィング事業のノースサンド<446A>、紳士服、婦人服、子供服

など各種衣料繊維製品の製造・販売等を手掛けるHUMAN 

MADE<456A>の新規上場が承認された。いずれもグロース市場

となる。また、11月4日にグロースに上場を予定している

NE<441A>の公開価格が750円と、仮条件（730～750円）の上

限で決まった。 

「サナエノミクス 2.0」関連や決算を手掛かりとした個別物色 

 円 
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■先週の動き 

先週の米国株は続伸。週間ベースの騰落率は、NYダウが＋

2.20％、ナスダックが＋2.31％、S&P500が＋1.92％。トラン

プ大統領が中国の習国家主席との会談を確認、通商合意に楽

観的な見解を示したため、週初から大きく上昇してスター

ト。主要企業の好決算発表なども支援となった。週央には、

政府機関の閉鎖が終了する兆しが見られないことへの警戒

感や、トランプ政権が重要ソフトウエアの対中輸出制限を検

討しているとの報道などで、一時軟化する場面も見られた。

ただ、週後半にかけては、トランプ大統領と中国主席との会

談スケジュールが確認されたことで対中貿易摩擦悪化の警

戒感が緩和したほか、9月消費者物価指数（CPI）が市場予想

を下回り、10月利下げが確信されたことなどから、再度上値

追いの展開になっている。 

 

個別では、アップルは、アイフォーン 17 の米中での売上

好調を手掛かりに週初から上昇。アマゾンはクラウドサービ

スAWSの大規模障害が報告されたが、復旧に連れ上昇した。

ザイオンズは第3四半期の1株当たり利益が予想を上回った

ほか、総預金額も予想に一致したため買い優勢。コカコーラ

は値上げが奏功したほか、低糖飲料の強い売り上げで、第 3

四半期決算の内容が予想を上回り上昇。GMは、関税の影響が

警戒されていた程ではなく、強いトラック需要を背景に通期

利益見通しが予想を上回り買われた。アメリカン航空も通期

見通し引き上げで上昇。インテルは1株利益が予想を上回り、

PC需要回復で強気の売上高見通しを示し買い優勢。アルファ

ベットは AI スタートアップ企業との提携強化で、最大 100

万個の特定用途向け AI チップを供給することがわかり上昇

した。P&G は売上が予想を上回ったほか、関税を巡る影響も

当初の予想から半減となることを明らかにして買われた。 

 

一方、ロッキード・マーチンは、通期のフリーキャッシュ

フロー見通しを引き下げ下落。ネットフリックスは第3四半

期決算で、1 株当たり利益が予想を下回り売られた。テキサ

ス・インスツルメンツは、第3四半期の1株当たり利益、第

4四半期の見通しが予想を下回り下落した。テスラの決算は、

フリーキャッシュフローが予想を大幅に上回ったが、調整後

の1株当たり利益が予想を下回った。格安航空会社のサウス

ウェストは、第3四半期決算で予想外の黒字を計上も、ホリ

デーシーズンに向けて、政府機関閉鎖による国内需要低迷の

傾向が出始めていると悲観的な見通しを示し下落。スーパ

ー・マイクロ・コンピューターは、7-9 月期の売上高見通し

が予想を下回って売られた。 

■今週の見通し 

28日から29日にかけて連邦公開市場委員会（FOMC）が開

催される。先週末発表の 9 月消費者物価指数（CPI）が市場

予想を下回ったことで、0.25％の追加利下げが決定されるこ

とはほぼ確実視されている。一方、12月FOMCでの利下げ継

続期待も高まりつつあるが、パウエル連邦準備制度理事会

（FRB）議長の会見では、その方向性が強く示唆される可能

性は低いとみられる。マーケットへの新たなインパクトは限

られそうで、目先の出尽くし感を促すイベントになると考え

る。ただし、30日に予定されている米中首脳会談の実施は株

価の支援材料となりそうだ。会談が実現すれば何らかの成果

が上がる可能性が高く、当面の株式市場にとって明るい材料

となってこよう。むろん、会談が中止となれば、ネガティブ

サプライズが強まることにはなる。 

 

本格化する決算発表も注目材料となり、ボーイング、アル

ファベット、マイクロソフト、アップル、アマゾンなど指数

インパクトの強い銘柄も多く予定されている。各社の設備投

資動向などがAI関連銘柄の一段の刺激材料とされる余地も。

 

経済指標は、27日に9月耐久財受注、28日に8月FHFA住

宅価格指数、8月S&P/ケースシラー住宅価格指数、10月コン

ファレンスボード消費者信頼感指数、29日に9月中古住宅販

売成約指数、30日に7-9月期GDP、新規失業保険申請件数、

31 日に 9月個人所得・個人支出・デフレーター、10 月シカ

ゴ購買部協会景況指数などが発表予定。ほか、28 日から 29

日にかけてFOMCが開催される。 

 

主要企業の決算発表は、27日にF5ネッロワークス、ユニ

バーサル・ヘルス、ニューコア、28日にキャリアグローバル、

DRホートン、エレクトロニック・アーツ、エンフェーズ・エ

ナジー、コーニング、MSCI、ネクステラ・エナジー、ノバル

ティス、ペイパルHD、テラダイン、ロイヤル・カリビアン・

クルーズ、シーゲイト・テクノロジー、ユナイテッドヘルス、

UPS、ビザ、シスコ、29 日にボーイング、イーベイ、アルフ

ァベット、マイクロソフト、サービスナウ、キャタピラー、

ベライゾン・コミュニケーションズ、クラフト・ハインツ、

コカコーラ、30日にアップル、アレグロマイクロ、バイオジ

ェン、エスティローダー、ギリアド・サイエンシズ、イーラ

イリリー、マスターカード、メルク、ブリストル・マイヤー

ズ、S&P グローバル、アマゾン・ドット・コム、ファースト

ソーラー、モトローラ・ソリューションズ、31日にシェブロ

ン、エクソンモービルなどが予定されている。 

FOMC と米中首脳会談が焦点だが、AI 投資の動向にも注目/米国株式相場 今週の見通し 

米国株式市場 
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米ドル・円 予想レンジ 151.50 円 ～ 154.50 円 

債券先物予想レンジ 135.90 円 ～ 136.30 円 

長期国債利回り予想レンジ 1.630 ％ ～ 1.660 ％ 

今週の為替/債券市場見通し 
為替/債券市場 

 

 今週の米ドル・円は底堅い値動きか。米連邦準備制度理事会

（FRB）は、10月28-29日開催の連邦公開市場委員会（FOMC）の会

合で0.25ptの追加利下げを決定する公算だが、追加利下げが決ま

っても次回以降の金融政策をにらみ、リスク回避的なドル売り・

円買いが拡大する可能性は低いとみられる。一方、日本銀行が 10

月 29-30 日開催の金融政策決定会合で追加利上げを見送れば、円

売りがやや強まる見通し。10月21日に高市政権が正式に発足、積

極財政への期待感から目先的に株高・円安に振れやすい状況が続

くとみられる。 

 なお、10月28日に予定されている日米首脳会談で、貿易・通商、

資源・エネルギー分野における新たな要求が米国側から提示され

た場合、内容次第ではリスク回避的なドル売り・円買いが強まる

可能性があるとみられており、日米首脳会談で話し合われること

についても注意が必要か。 

 

 

 

 

【米連邦公開市場委員会（FOMC）】（28-29日開催予定） 

10 月 28-29 日開催の連邦公開市場委員会（FOMC）の会合では、

政策金利 0.25pt の引き下げが予想される。市場は織り込み済みと

みられるため、ドル売りは限定的となり、次回以降の見通しが焦点

となりそうだ。 

 

【日本銀行金融政策決定会合】（29-30日開催予定） 

日銀は10月29-30日に金融政策決定会合を開催し、政策金利据

え置きの公算。利上げは12月もしくは来年1月が主要シナリオに

なりつつあり、政策決定後は円売りが強まる可能性がある。 

■今週の見通し 

 今週（10月27日－31日）の国債市場では長期債利回りの上昇が

抑制されることで利回り曲線の平坦化圧力がかかる可能性がある。

1.7％近辺が10年債利回りの上限となりつつある。10月29－30日

に開かれる日本銀行の金融政策決定会合では、政策金利の据え置き

が広く予想されている。前回の会合では、一部の参加メンバーから

「米国の関税政策それ自体による不確実性は低下していくと思われ

るが、仮に今後、関税によるインフレが米国経済を大きく下押しす

るようであれば、わが国経済も影響を免れない」との意見が出され

た。通商・貿易における米中関係が悪化した場合、日本経済にも一

定の影響を与える可能性がある。超長期債についても足下の需給関

係はまずまず良好との見方が多く、20年以降の年限で金利低下圧力

が加わる可能性がある。 

 債券先物12月限は底堅い動きが続く見込み。米中関係の大幅な改

善は期待できないことや米長期金利の伸び悩みを意識して、リスク

回避的な債券買いがただちに縮小する可能性は低いとみられる。米

ドル・円相場に大きな動きがない場合、債券先物は135円台後半で

下げ渋る展開が予想される。 

■先週の動き 

 先週（10月20日－24日）の債券市場で10年債利回りは強含み。

高市政権の正式発足を受けて為替相場が円安に振れたことや株高

基調を意識して、現物債の買いは減少し、この影響で債券先物の

上値は重くなった。ただ、米連邦政府機関の一部閉鎖が続いてい

ることや米中関係のすみやかな改善は期待できないとの見方が浮

上し、安全逃避的な買いも観測され、10年債利回りは上げ渋った。

24 日に行われた高市首相の所信表明で、成長率の範囲内に債務残

高の伸び率を抑え、政府債務残高を国内総生産（GDP）対比で引き

下げることによって財政の持続可能性を実現していくと表明した

ことから、財政悪化の懸念がやや緩和されたことも長期債利回り

の上昇を抑えた。 

 10 年債利回りは強含み。1.650％近辺で20日の取引を開始し、

高市政権の誕生を意識して同日に 1.680％近辺まで小幅に上昇し

たが、米長期金利の伸び悩みや日本銀行による10月利上げ観測が

大幅に後退したことを受けて、23 日の取引で 1.643％近辺まで低

下し、1.659％近辺でこの週の取引を終えた。 

 債券先物12月限は弱含み。136円22銭で20日の取引を開始し、

同日の夜間取引で135円89銭まで売られたが、高市政権下におけ

る財政悪化に対する警戒感が低下し、22日の夜間取引で136円32

銭まで反発。ただ、為替相場が円安方向に振れた関係でその後は

伸び悩み、24日の取引で135円98銭まで値を下げ、136円14銭

でこの週の取引を終えた。 

 

 

債券市場 

為替市場 

為替/債券市場 
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上昇率上位銘柄 下落率上位銘柄 業種別騰落率

コード 銘柄 終値（円） 騰落率（%） コード 銘柄 終値（円） 騰落率（%） 上位セクター 騰落率（%）

4082 第一稀元素化学工業 1,094.0 58.78 4446 Ｌｉｎｋ－Ｕグループ 904.0 -18.26  鉱業 7.18

6330 東洋エンジニアリング 2,545.0 44.85 6590 芝浦メカトロニクス 16,720.0 -8.28  輸送用機器 5.91

7245 大同メタル工業 1,235.0 38.14 5713 住友金属鉱山 5,094.0 -6.50  ガラス・土石製品 4.99

285A キオクシアホールディングス 8,780.0 33.84 3994 マネーフォワード 4,790.0 -6.19  建設業 4.94

6999 ＫＯＡ 1,504.0 26.60 4552 ＪＣＲファーマ 599.0 -5.82  石油・石炭製品 4.75

6302 住友重機械工業 4,435.0 24.37 8136 サンリオ 7,198.0 -5.54  機械 4.45

1814 大末建設 3,200.0 21.03 9519 レノバ 865.0 -5.46  繊維業 4.37

3656 ＫＬａｂ 268.0 19.64 2471 エスプール 298.0 -5.40 下位セクター 騰落率（%）

3837 アドソル日進 1,520.0 19.59 9501 東京電力ホールディングス 748.9 -5.20  保険業 0.07

7012 川崎重工業 11,585.0 19.09 7071 アンビスホールディングス 569.0 -4.69  食料品 0.28

7721 東京計器 5,620.0 17.82 3038 神戸物産 3,705.0 -4.49  電力・ガス業 0.42

2389 デジタルホールディングス 2,358.0 17.78 3186 ネクステージ 2,483.0 -4.24  陸運業 0.61

6278 ユニオンツール 7,800.0 17.12 8424 芙蓉総合リース 4,126.0 -4.14  証券業 0.64

4187 大阪有機化学工業 3,725.0 16.41 8200 リンガーハット 2,225.0 -4.09  空運業 1.17

2127 日本Ｍ＆Ａセンターホールディングス 793.8 16.04 6723 ルネサスエレクトロニクス 1,843.5 -4.08  医薬品 1.19

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マーケットを読む 
今週のポイント 

先週の日経平均は大幅反発。21 日には一時5 万円大台目前

まで買い進まれた。自民党と日本維新の会の連立協議が進み、

財政拡張派の高市新政権が樹立されたことで、あらためて先高

期待が高まる展開となった。また、米中通商協議に関しても楽観

的な見方が優勢に。業種別でも全セクターが上昇、とりわけ、米

政府がロシアの石油企業を経済制裁の対象に加えたことを受け

て原油相場が上昇したため、石油関連株の強い動きが目立っ

た。米GM の決算受けて自動車株が買われる局面も見られた。 

個別では、3メガバンクがステーブルコイン共同発行へと伝わ

り、アステリアなど関連銘柄が週前半に買われた。トランプ米大

統領が豪首相とレアアース開発で合意と伝わり、東洋エンジな

どのレアアース関連も週前半買いが優勢となった。同関連として

は、重希土使わないネオジム磁石に関心集まり大同特殊鋼が買

われ、レアアース不使用のジルコニア材料を開発の第一稀元素

も急伸した。アシックスは CEO インタビュー報道を受けてインド

市場での売上拡大期待が高まった。KOA、日本 M&A は大幅な

上方修正を好感。半面、ランサムウェアでシステム障害と伝わっ

たアスクルも週初に急落した。NY 金先物相場が一時急落し、住

友鉱などの売り材料につながる場面も。新農林水産相の就任会

見受けコメ増産への期待が後退し、井関農機などが売られた。

業績・配当予想を未定に変更のニデックは週末に急落。アンビ

ス、ニーズウェル、芙蓉総合リース、信越ポリマーなども下方修

正や決算内容が嫌気される。 

今週は主要企業の 7-9 月期決算発表が本格化し、個別物色

の手掛かり材料が豊富となるが、それ以外にも重要イベントが目

白押しであり、全体相場のボラティリティも高まる可能性がある。

決算では、27 日にキヤノン、日東電工、28 日にアドバンテスト、

野村、29日にキーエンス、NEC、ディスコ、コマツ、JPX、30日に

日立、富士通、武田、ルネサス、パナソニック、JR 東日本、京セ

ラ、アステラス、イビデン、ANA、東京電力、31 日に東京エレク、

三菱電機、第一三共、村田製、デンソー、ファナック、住友商、

TDK、住友電工、レーザーテック、SCREEN、三菱ケミなどが発

表予定。とりわけ、半導体製造装置大手 5 社が揃って決算を発

表することになり、全体市場のムードを左右しよう。米国でもアッ

プルやボーイングなど幅広い国内企業に影響を与える銘柄の

決算発表が多い。ハイテク大手の AI 投資の動向などにも注目。 

日米金融政策イベントでは、FOMC での利下げは織り込み済

み、出尽くし感につながる可能性はある。一方、日銀の出方に

は不透明感が残り、利上げ見送りならばストレートに好感される

公算。さらに、日米首脳会談が 28 日に予定されており、ここで

は、防衛、レアアース、造船などの関連銘柄にとって刺激材料

が表面化する余地はあろう。また、30 日の米中首脳会談はマー

ケット全体の行方を左右する。協議に進展が見られれば、半導

体株などに安心感が強まる公算。先週末の高市首相の所信表

明演説を受けて、高市政策で期待されるテーマ物色の動きも週

前半は活発化しよう。 

日米金融政策会合、トランプ来日、半導体大手 5 社の決算発表などイベント豊富 

先週動いた銘柄・セクター（東証プライム） 

今週のポイント 
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日経平均株価 
 

 

 

 

 
■買い手優位の展開が継続 

 
 

  

 

 

  

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 万円超えて上値追い、25 日線乖離など過熱ライン未満 

 先週（10月20-24日）の日経平均株価は2週ぶりに上昇した。

1週間の上げ幅は1717.50円（前週506.65円安）だった。 

 

 東証と大阪取引所の投資部門別売買状況では、現物・先物合

算で海外投資家は10月第3週（10月14日～10月17日）、売り

越しに転じ（1367億円、前週は9716億円買い越し）、現物は買

い越しを継続した（1833億円、前週は10716億円買い越し）。 

 

 先週の日経平均は上値、下値ともに水準を切り上げた。21日

に節目の5万円手前まで上値を伸ばした。その後、49000円割れ

まで押されたが、週末終値は 49000 円台に戻し、押し目買い需

要を確認する形となった。 

 今週は史上初の5万円に乗せ、上値を追う展開が予想される。

株価下方を走る25日や13週、52週など主要な移動平均線が軒

並み上向いているほか、一目均衡表は日足、週足ともに三役好

転下の強気形状をキープしており、買い手優位の展開が継続し

よう。 

 25日移動平均線との上方乖離率は先週末大引けで4.96％と買

われ過ぎラインの5％を下回り、RSI（14日ベース）は67.36％

と高値警戒感が増す70％に届いていない。東証プライム市場の

騰落レシオ（25日ベース）も104.52％と中立圏中央の100％付

近にとどまっている。このため、週足ローソク足は先週まで 8

本連続陽線を示現したが、反動安圧力は限定的とみられる。 

 先週末終値が25日線を上回る銘柄は、日経平均採用225銘柄

のうち157銘柄（先々週末17日は84銘柄）、東証プライム市場

全体では59％（先々週末24％）といずれも過半数を上回った。

多くの短期投資家の含み損益がプラスに転じ、相場全体でリス

ク負担能力が増している模様だ。 

 ボリンジャーバンド（25 日ベース）では、先週末終値は＋1

σと＋2σの中間で買い手優勢の位置。1σの値幅は 1669.13 円

（前週 1470.33 円）と拡大しており、今週も特段の強弱材料が

加わらなくても1日に0.5σに相当する800円程度の変動幅が出

る荒っぽい相場展開が予想される。 

 上値では、先週高値49945.95銭を抜ければ節目の5万円を突

破し、25日線比8％高（先週末終値で50727.47円）に向けて歩

を進めよう。下値では、一目均衡表の転換線が走る48245.00円

前後が抵抗帯として作用しよう。 

テクニカル分析 

円 

一目均衡表（日経平均） 
■ 基準線 ■ 転換線 ■ 遅行スパン ■先行スパン1 ■先行スパン 2 
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今週の分析銘柄 -1- 

(百万円)

会計期 売上高 前期比 営業利益 経常利益 前期比 当期利益 １株益(円)

2022/3連 106,718 -0.5% 6,881 7,366 10.3% 5,403 231.88

2023/3連 112,234 5.2% 7,124 7,914 7.4% 5,597 239.73

2024/3連 127,978 14.0% 9,235 9,725 22.9% 7,168 310.37

2025/3連 137,684 7.6% 11,346 11,976 23.1% 9,656 211.62

2026/3連予 144,000 4.6% 12,000 12,500 4.4% 8,800 194.18

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

売買単位 100 株 

10/24 終値 3025 円 

目標株価 3400 円 

業種 建設 

■リニューアルに注力 

 

 空調設備を主とした建築設備の設計・施工・管理を手掛ける設

備エンジニアリング会社。オフィスビルや商業施設、ホテル、病

院、文化施設などの空調が売上高の 43％、工場やクリーンルー

ム、データセンター、原子力施設などを対象とする空調が 57％

（25年3月期）。原子力関連では、1957年に日本初の原子炉空調

（茨城県）を施工して以来、国内のあらゆる原子力関連施設に携

わっている。また、業界に先駆けてリニューアルに注力し、売上

構成は新築の 40％に対し、日々のメンテナンスやリニューアル

工事が 60％となっている（同）。 

 

■第1四半期営業利益は前年同期比2.5倍 

 

 26 年 3 月期第 1 四半期売上高は 306.32 億円（前年同期比

23.0％増）、営業利益は 19.73 億円（同2.5 倍）。売上高や全ての

利益項目で第 1 四半期としての過去最高を更新した。大型デー

タセンターや工場関連施設、地域冷暖房施設を中心に工事が順

調に進捗。現場における効率化の取り組みも奏功し、利益が伸

長した。26 年3 月期通期売上高は 1440 億円（前期比4.6％増）、

営業利益は120 億円（同5.8％）増予想。株価はやや上値が重い

が、業績は好調だ。年初来高値3400 円を目標としたい。 

 

★リスク要因 

企業の設備投資動向など。 

1952：日足 

 

 75 日線が下値を支える形に。 

          

設備エンジニアリング会社、大型データセンターや工場関連など伸長 

新日本空調〈1952〉プライム 

今週の分析銘柄 
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Ｍａｒｋｅｔ展望
今週の分析銘柄 -2- 

(百万円)

会計期 売上高 前期比 営業利益 経常利益 前期比 当期利益 １株益(円)

2022/3連I 153,355 13.8% 14,243 13,935 - 8,979 99.25

2023/3連I 188,320 22.8% 7,466 7,726 -44.6% 3,827 39.58

2024/3連I 231,952 23.2% 11,389 10,551 36.6% 5,459 58.21

2025/3連I 268,228 15.6% 8,674 5,332 -49.5% 1,874 16.95

2026/3連I予 282,000 5.1% 14,600 12,100 126.9% 5,500 58.30

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

売買単位 100 株 

10/24 終値 4566 円 

目標株価 5391 円 

業種 小売 

■店舗数は国内外2000店舗超 

 

 セルフ形式の低価格うどん「丸亀製麺」が売上収益（売上高）の

48％を占め、とんこつラーメン店「ずんどう屋」（17 年に買収）や

「ハワイアン」をテーマにしたカフェ「コナズ珈琲」など、丸亀製麺

以外の国内事業が 13％、海外事業が 39％となっている（25 年 3

月期）。店舗数は国内 1146 店舗（うち丸亀製麺 863 店舗）、海外

920 店舗で合計2066 店舗。海外はフランチャイズを中心に28 カ

国で展開している（26年6 月末）。この9 月には、新型コロナなど

で撤退した韓国に 2 度目の出店を果たした。ロッテグループとフ

ランチャイズ契約を結び、今後 5 年で約 30 店の出店を計画して

おり、売上拡大が期待される。 

 

■夏の定番商品など好調 

 

26 年3 月期第 1 四半期売上収益は 698.62 億円（前年同期比

6.1％増）、営業利益は 80.52 億円（同2.2 倍）。売上収益、営業利

益とも第1四半期として過去最高。夏の定番「鬼おろしぶっかけう

どん」のヒットなどが寄与した。26 年3 月期通期売上収益は 2820

億円（前期比 5.1％増）、営業利益は 146 億円（同 68.3％増）予

想。株価は調整場面だが業績は好調だ。まずは 8 月につけた年

初来高値5391 円を目標株価としたい。 

 

★リスク要因 

資さんうどんなど競合店の台頭など。 

3397：日足 

 

 2 月以降は 75 日線割れで底入れ。 

          

「丸亀製麺」が主力、上期営業利益は前年同期比2.2倍 

トリドールホールディングス〈3397〉プライム 
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(百万円)

会計期 売上高 前期比 営業利益 経常利益 前期比 当期利益 １株益(円)

2022/8連 3,261 12.6% -118 -126 - -90 -

2023/8連 3,809 16.8% -219 -226 - -189 -

2024/8連 4,421 16.1% -87 -89 - -180 -

2025/8連 4,922 11.3% 269 277 - 362 22.01

2026/8連予 5,700 15.8% 430 430 55.2% 320 19.40

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

売買単位 100 株 

10/24 終値 526 円 

目標株価 650 円 

業種 情報・通信 

■25年8月期に黒字転換を達成 

 

勤怠・工数・経費など従業員の日常業務を統合的に支援する

クラウドサービス「TeamSpirit」のほか、AI 議事録ソリューション

「Synclog」や「TeamSpirit タレントマネジメント」等の提供も行う。10

月15 日に発表された 25 年8 月期決算では、売上高49.22 億円

（前期比 11.3％増）、営業利益 2.69 億円（前期は 0.87 億円の損

失）と増収・黒字転換で着地した。特にエンタープライズ領域が

成長をけん引。今期に入ってからも、10 月 9 日に豊田通商

<8015>グループの人事業務を手掛ける豊通ヒューマンリソース

社への「TeamSpirit」導入が発表されている。 

 

■中長期的な成長期待は継続中 

 

 株価は業績期待先行で上昇基調にあった反動から、決算発表

後は一服感が強まっている。テクニカル面では75日線割れが意

識されるなど、短期的には調整色が強い。ただ、エンタープライ

ズ領域において今後も大型商談の受注が見込まれており、26 年

8月期は15.8％増収と前期より高い売上成長率を見込んでいる。

M&A 案件での非連続的成長シナリオも視野に入れられることか

ら、中長期的な成長期待はなお継続していると考える。目標株価

はひとまず年初来高値付近となる 650 円とする。 

 

★リスク要因 

企業の DX 投資意欲の鈍化など。 

4397：日足 

 

75 日線付近で下げ止まれば、リバ

ウンドの地ならしへ。 

          

25年8月期に黒字転換達成、特にエンタープライズ領域が成長をけん引 

チームスピリット〈4397〉グロース 
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(百万円)

会計期 売上高 前期比 営業利益 経常利益 前期比 当期利益 １株益(円)

2022/3連 138,408 25.3% 14,144 16,313 149.1% 12,278 246.78

2023/3連 162,689 17.5% 24,155 23,501 44.1% 17,830 349.34

2024/3連 174,336 7.2% 27,531 30,023 27.8% 21,704 424.92

2025/3連 196,695 12.8% 35,501 34,424 14.7% 18,688 365.55

2026/3連予 181,000 -8.0% 24,000 24,500 -28.8% 18,000 352.09

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

売買単位 100 株 

10/24 終値 5187 円 

目標株価 6045 円 

業種 電気機器 

■3つのセグメントで事業展開 

 

 理科学・計測機器事業が売上高の 63％を占め、半導体・産業

機器事業が 29％、医用機器事業が 8％となっている（25 年 3 月

期）。1946 年に始めた電子顕微鏡の試作研究が同社の起源で、

現在、理科学・計測機器事業で手掛ける電子顕微鏡や分析機器

は、ノーベル賞受賞者をはじめとした世界の研究者を支えてい

る。また、このノウハウを活かし、半導体・産業機器事業では、電

子ビーム描画装置などの半導体製造装置や電子ビーム蒸着用

電子銃を開発・製造する。さらに、医用機器事業では、生化学自

動分析装置、臨床検査情報処理システムを手掛ける。 

 

■足下好業績を映し株価堅調 

 

 26 年 3 月期第 1 四半期売上高は 401.45 億円（前年同期比

10.4％増）、営業利益は 57.92 億円（同42.1％増）。売上高、営業

利益ともに第 1 四半期として過去最高を更新した。シングルビー

ムマスク描画装置や生化学自動分析装置などが伸び、収益を牽

引した。26 年3 月期通期売上高は 1810 億円（前期比8.0％減）、

営業利益は 240 億円（同 32.4％減）予想。通期予想は減収減益

だが、足下の好業績を映し株価は堅調に推移している。まずは

年初来高値6045 円を目標株価としたい。 

 

★リスク要因 

国の科学技術政策の動向など。 

6951：日足 

 

 8 月 13 日の第 1 四半期決算発表以

降、株価は堅調推移。 

          

電子顕微鏡から半導体・医療関連機器に展開、第1四半期営業利益は42.1％増 

日本電子〈6951〉プライム 
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売買単位 100 株 

10/24 終値 1345 円 

目標株価 1700 円 

業種 サービス 

■CCCとのコラボ店が10月末に兵庫で初出店 

 

地域掲示板「ジモティー」を軸に、実店舗「ジモティースポット

（ジモスポ）」によるリユース実店舗展開を進めている。今期25 店

舗出店計画に対し、8 月末までに 22 店舗を出店完了。10 月は、

埼玉県や九州でジモスポ初出店となるほか、愛知県武豊町、長

崎県松浦市、茨城県結城市などリユースに関する協定締結のリリ

ースが相次いでいる。また、31 日にはカルチュア・コンビニエン

ス・クラブ（CCC）との連携第1 弾として、兵庫県に初出店する「ジ

モティースポット神戸ジェームス山店」をオープン予定。 

 

■第2四半期単体では増収増益基調維持 

 

8 月14 日に 25 年12 月期上期決算を発表。売上高は 9.45 億

円（前年同期比 2.7％増）、営業利益は 2.78 億円（同 5.2％減）と

増収減益で着地した。ただ、第 2 四半期のみでは、売上高が前

年同期比9.7％増、営業利益が同23.4％増となっているほか、第

3-4 四半期には人的リソースの投資を増やし、ジモスポ事業の成

長率を計画より飛躍的に上げる開発を実施する予定としている。

株価は決算発表後に急騰し、8月29日に年初来高値となる1740

円へ到達したあとは、一旦上げ一服となっているが、11 月 14 日

の第3四半期決算発表が再動意のきっかけとなるか注目される。

目標株価は年初来高値水準となる 1700 円とする。 

 

★リスク要因 

ユーザー同士のトラブルなど。 

7082：日足 

 

75 日線付近での下げ止まりを試す

動き。 

          

ジモスポ出店拡大進む、CCCとのコラボ店もオープンへ 

ジモティー〈7082〉グロース 

(百万円)

会計期 売上高 前期比 営業利益 経常利益 前期比 当期利益 １株益(円)

2021/12単 1,711 24.3% 377 373 21.5% 363 65.25

2022/12単 1,802 5.3% 461 481 29.0% 406 75.23

2023/12単 1,751 -2.8% 508 519 7.9% 433 84.73

2024/12単 1,774 1.3% 559 564 8.7% 471 95.48

2025/12単予 2,028 14.3% 559 564 - 465 46.95
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売買単位 100 株 

8/29 終値 1010 円 

目標株価 1650 円 

業種 その他製品 

■多分野で世界的シェアを誇る総合楽器メーカー 

 

世界最大規模の総合楽器メーカーとして、ピアノや電子楽器、

管弦打楽器などの楽器事業に加え、音響機器や音楽教育事業

を展開している。製品は家庭用からプロフェッショナル用途まで

幅広く、教育・文化活動を支える存在でもある。グローバル展開

を積極的に進め、欧米や中国を中心に販売網を構築し、研究開

発から製造、販売、サービスまでを一貫して提供する体制を整え

ている。また、音・音楽を通じた社会価値の創造を経営ビジョン

に掲げ、持続的な成長を目指している。 

 

■今期は45.0％の増益計画、V字回復が始まる 

 

26 年3 月期第1 四半期の業績は、売上収益1038.88 億円（前

年同期比7.4％減）、営業利益45.89 億円（同50.1％減）と減収減

益だが、在庫滞留などのここ数年のネガティブ要因は改善してき

ており、通期は 45.0％の増益を計画、今後 V 字回復を目指す。

ピアノ・管楽器などで世界トップシェアの顧客基盤は堅く、音響事

業を軸にする成長計画も鮮明である。23 年頃の利益水準まで回

復する期待は高く、PER を維持した場合の 1650 円を目標株価と

する。 

 

★リスク要因 

楽器の世界市場の不振、円高進行など。 

7951：日足 

 

音響事業を拡大できるか。 

          

音・音楽を基盤にグローバル展開を強化する総合メーカー 

ヤマハ〈7951〉プライム 

(百万円)

会計期 売上高 前期比 営業利益 経常利益 前期比 当期利益 １株益(円)

2022/3連I 408,197 9.5% 49,337 53,028 42.9% 37,268 214.87

2023/3連I 451,410 10.6% 46,484 50,552 -4.7% 38,183 222.64

2024/3連I 462,866 2.5% 28,999 37,629 -25.6% 29,642 175.68

2025/3連I 462,080 -0.2% 20,695 22,462 -40.3% 13,351 27.58

2026/3連I予 452,000 -2.2% 30,000 31,500 40.2% 22,500 49.60
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(百万円)

会計期 売上高 前期比 営業利益 経常利益 前期比 当期利益 １株益(円)

2022/3連 2,164,049 24.0% 62,367 62,718 117.6% 43,617 1,073.34

2023/3連 2,668,228 23.3% 64,105 64,272 2.5% 51,505 1,267.44

2024/3連 2,431,980 -8.9% 49,722 48,276 -24.9% 38,417 944.90

2025/3連 2,554,514 5.0% 61,532 59,746 23.8% 45,482 1,125.66

2026/3連予 2,600,000 1.8% 55,000 55,000 -7.9% 40,000 990.52

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

売買単位 100 株 

10/24 終値 6570 円 

目標株価 6800 円 

業種 卸売 

■幅広い事業を展開する独立系商社 

 

 鉄鋼、プライマリーメタル、リサイクルメタル、食品、エネルギ

ー・生活資材など幅広い事業を展開する独立系商社。26 年 3 月

期第 1 四半期は、売上高 6398.65 億円（前年同期比 3.5％増）、

営業利益 145.91 億円（同 11.1％増）で着地した。特に鉄鋼事業

の請負工事の好調が大きく利益を押し上げた形となった。通期

では、売上高2 兆6000 億円（前期比1.8％増）、営業利益550 億

円（同 10.6％減）を見込む。好調な鉄鋼事業が下期に端境期に

差し掛かることを想定した計画だが、プライマリーメタル事業やリ

サイクルメタル事業の一定の回復も見込まれている。 

 

■株価は高値圏で横ばい推移 

 

株価は6500円付近での横ばい推移が続いている。「中期経営

計画 2025」において、経常利益 700 億円、ROE12％以上、鉄鋼

取扱重量 1700 万トンなどの目標を掲げる。戦略の柱は、鉄鋼や

非鉄金属での高付加価値ビジネス展開、電池リサイクルや環境

配慮型資材など次世代事業への投資拡大、ASEANを中心とする

海外地産地消モデルの強化である。ほか、株主還元は、

DOE2.5％を下限とした安定配当を基本方針とする。足下の PBR

は 0.6 倍で、配当利回りも 3.7％台となっており、投資妙味が高

く、目先は 24 年5 月高値を超える 6800 円を目標株価とする。 

 

★リスク要因 

地政学リスクの高まりや資源価格高騰など。 

8078：日足 

 

 6500 円付近での横ばい推移が続く。 

          

多角化戦略とリサイクル事業で持続的成長へ、PBR0.6倍・配当利回り3.7％台で推移 

阪和興業〈8078〉プライム 
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(百万円)

会計期 売上高 前期比 営業利益 経常利益 前期比 当期利益 １株益(円)

2022/3連 4,167,496 8.4% - 315,512 46.7% 224,842 644.24

2023/3連 4,525,869 8.6% - 49,504 -84.3% 26,413 78.42

2024/3連I 4,836,830 - - 614,529 - 529,655 1603.38

2025/3連I 5,065,520 4.7% - 330,279 -46.3% 243,132 250.90

2026/3連I予 - - - - - 335,000 356.47

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

売買単位 100 株 

10/24 終値 4613 円 

目標株価 5000 円 

業種 保険 

■1Qは通期予想に対して順調に進捗 

 

 損害保険・生命保険・介護の 3 事業を軸に、金融と社会インフラ

の融合を進める総合保険グループ。24 年度の地域別グロス保険

料は海外保険52％、国内損害保険48％。展開国数は29 カ国に

及び、グロス保険料は約4.8兆円と世界有数の規模を誇る。26年

3 月期第1 四半期の修正連結利益は、前年同期比257 億円増の

997億円（進捗率28％）、連結純利益は1185億円（進捗率35％）

で着地した。SOMPO P&C における国内損保事業の収益性改善

と海外保険事業の資産運用利益の増益が主因となった。通期の

連結純利益は 3350 億円（前期比37.8％増）を見込む。 

 

■30年度に時価総額6兆円水準目指す 

 

株価は直近4400円台から5000円台のレンジでややボラティリ

ティがある印象。中計の経営数値目標（修正連結 ROE13-15％、

EPS 成長率年率＋12％超）に向けて、収益性の向上と規律ある

透明性の高い資本政策を堅持。同社の成長ストーリーでは、30

年度に時価総額 6 兆円水準、修正連結利益 5000 億円水準を目

指している。SOMPO P&C と SOMPO ウェルビーイングの 2 ビジ

ネス体制を確立・加速させていく。12 期連続増配、EPS 成長見通

しの加速（年率14％）に沿ってDPS成長率も加速する中、目先は

8 月高値水準を超える 5000 円を目標株価とする。 

 

★リスク要因 

国内自然災害リスクなど。 

8630：日足 

 

 4400 円台から 5000 円台のレンジで

推移。 

          

SOMPO P&CとSOMPOウェルビーイングの2ビジネス体制で成長加速 

SOMPOホールディングス〈8630〉プライム 
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円 

（株） 

住友金属鉱山 プライム〈5713〉／金価格の下落を受けて一時大幅安に 

円 

（株） 

22日に大幅安となった。前日のNY

金相場において、NY 金先物の中心限

月12月物が前日比250.3ドル（5.7％）

安の 4109.1 ドルで取引を終えた。1

日の下落幅としては過去最大、下落率

も約 12 年ぶりの大きさとなってい

る。8 月以降の急速な相場上昇に伴

う、買いポジションの巻き戻しの動き

が強まったもよう。金価格の上昇も材

料に 8 月以降上昇基調が続いていた

同社株も、金価格下落に連れ安する状

況となったもよう。 

金価格は急落後もみ合い商状、下

げ止まりの印象ではあるが、一方で戻

りも鈍い。急落後の水準でも、ここ3

カ月では 20％強の上昇となってお

り、依然として過熱感は残るところ。

需給要因が主導した再下落のリスク

は拭い切れない。しかし、銅やニッケ

ルなど他の非鉄金属には影響が波及

しておらず、金価格の下落だけを過度

に悲観材料とすべきではない。 

東洋エンジニアリング プライム〈6330〉／日米・日中首脳会談が収益機会に 

週央にかけて大幅続伸。トランプ米

大統領が豪アルバニージー首相と会

談し、レアアースを中心とした重要鉱

物の開発で合意したと伝わっている。

両政府が半年で30億ドル超を投じ、8

兆円規模の資源を開発するもよう。こ

こに日本も一部で参画すると伝わっ

ており、レアアース関連として位置づ

けられている同社に思惑が向かう展

開となったようだ。ちなみに、同社は

これまで、レアアース泥を回収するシ

ステムの技術開発に携わっている。 

今週は日米首脳会談が開催され、レ

アアース分野での日米協力などがあ

らためて意識されてくる可能性はあ

りそうだ。一方、米中首脳会談で進展

が見られれば、レアアース関連銘柄の

物色は一時鎮静化することになろう。

引き続き収益機会の多い一週間とな

りそうだ。なお、一時的に米中交渉が

進展しても、レアアース開発を目指す

動きは今後も活発化の公算は大きい。 

読者の気になる
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横河ブリッジホールディングス 東証プライム〈5911〉 

週足ベースのローソク足。7月1週か

ら9月4週までほぼ一方通行で上昇し

た後、調整に入ったが、先週は大陽線

を描いて9月高値を突破するとともに、

株価下方では緩やかに上昇する52週移

動平均線を26週線が上抜いてゴールデ

ンクロスを形成し、長期的な上昇基調

の強まりを示唆した。先週末終値の13

週線乖離率は5.14％と買われ過ぎライ

ンの10％を大幅に下回っており、大幅

な上値余地が期待できよう。 

ファナック 東証プライム〈6954〉 

日足ベースの一目均衡表。基準線下ま

で押されてローソク足が「十字足」を描

いた10月 17日に直近ボトムを形成した

後、週明け20日に終値が基準線とその上

の転換線を突破して短期調整局面の終了

を示唆。週末は24日は年初来高値を更新

するとともに、三役好転下の強気形状に

あって転換線と基準線がともに上向きで

大引けを迎えており、短期的な上昇トレ

ンド入りが予想される。 

今週のテクニカ

基準線  転換線  先行スパンA 先行スパンB 遅行スパン 

-13  -26  -52  -200 
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10/24
株価
(円)

概要

1662 石油資源開発 プライム 1318 共同出資で次世代海洋調査(nHORT)を設立。南鳥島周辺のレアアース泥実用化に向けた研究支援。

3036 アルコニックス プライム 2183 レアアース・レアメタルを取り扱い非鉄専門商社。

3556 リネットジャパンG グロース 988 「都市鉱山」の宅配回収で小型家電リサイクルの認定を受けた国公認事業者。

4063 信越化学工業 プライム 4905 ネオジム磁石メーカー大手。省レアアース製品やリサイクル技術も。

5471 大同特殊鋼 プライム 1436.5 ネオジム磁石メーカー。重希土類フリー磁石も開発しており、ホンダのHVなどに採用。

5541 大平洋金属 プライム 2043 深海からのレアメタル精錬技術を29年度から本格的に事業化する計画。

5711 三菱マテリアル プライム 3000 廃棄物からのレアアース磁石回収・リサイクル技術で開発・実証進める。

5713 住友金属鉱山 プライム 5094 日本を代表する資源・製錬会社のひとつ。最近はサマリウム鉄窒素磁石材料に注力。

5714 DOWAHD プライム 5737 非鉄大手。レアアースのリサイクル技術に強み。

5715 古河機械金属 プライム 3130 2018年から深海のレアメタル・レアアース採鉱に向けて技術開発進める。

6269 三井海洋開発 プライム 9220 東洋エンジ<6330>と共同出資による洋上プラント事業を展開。深海レアアース開発への技術転用に期待。

6330 東洋エンジニアリング プライム 2545 深海のレアアース泥を回収するシステムの技術開発を手掛ける。

6762 TDK プライム 2528.5 ネオジム磁石メーカー大手。省レアアース技術開発にも注力。

7456 松田産業 プライム 4280 貴金属リサイクルビジネスを展開。

8015 豊田通商 プライム 4492 傘下の豊通マテリアルを通じてレアアースの調達から流通まで手掛ける。

9768 いであ スタンダード 3495 共同出資で次世代海洋調査(nHORT)を設立。南鳥島周辺のレアアース泥実用化に向けた研究支援。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カテゴリー考察 
テーマ別分析 

テーマ別分析：米豪合意を契機にレアアース関連を再点検 

■東洋エンジニアリングは約11 年ぶりの高値に 

 
10月20日に米国と豪州がレアアース（希土類）を中心とした重要鉱物開発で合意した。日本も一部開発に参画することとなり、

関連銘柄への関心が改めて意識されている。レアアースは、ネオジムなど 17 元素で構成された産出量が少ないレアメタル（希少

金属）の一種。電気自動車（EV）や風力発電のモーターなどに欠かせない重要資源で、供給の多くを中国が握ることから、資源安

全保障の観点でも注目されてきた分野だ。日本でも南鳥島周辺に世界3位の埋蔵量が確認されており、政府は採掘や精錬に関する

環境指針の整備を進めている。開発・プラント分野での技術力を持つ企業が再評価されやすい局面であり、東洋エンジニアリング

<6330>は先週、14年11月ぶりに2900円台へ到達した。急騰後で短期的には割高感が意識されやすいが、中長期では押し目買いの

好機と見ることもできそうだ。 

テーマ別分析 

■主な「レアアース」関連銘柄 

 

出所：フィスコ作成 
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■出遅れ感強い好業績・高収益性銘柄 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

カテゴリー考察 
スクリーニング分析 

好業績・高利益率で相対的な出遅れ感も意識される銘柄 

■7-9 月期の決算発表が本格化へ 

 

今週からは7-9月期の決算発表が本格化することで業績面への関心が高まる一方、日経平均が5万円大台間近の状況となって短

期的な過熱警戒感も意識される。好業績が継続しており、かつ、経常利益率やROEなどの収益性が高い銘柄の中で、相対的に株価

の出遅れ感が強く、今後の上昇余地が残るとみられるものをスクリーニングしている。なお、株価騰落の比較は、昨年 7 月 11 日

の高値水準としている。 

スクリーニング要件としては、①前期実績ROE が20％以上、②今期予想売上高経常利益率が20％以上、③今期予想含めて3期

以上連続で2ケタ営業増益、④2024年7月11日終値比での株価上昇率が20％未満。 

スクリーニング

出所：フィスコアプリより作成 

 

コード 銘柄 市場
10/24株価

（円）
時価総額
（億円）

売上高経常
利益率（％）

ROE
（％）

株価騰落率
（％）

予想
1株利益

（円）

137A CocoLive グロース 1,200.0 36.3 20.8 23.58 -22.33 77.86

2222 寿スピリッツ プライム 1,865.5 2903.8 24.8 30.24 -4.26 86.81

3687 フィックスターズ プライム 1,991.0 669.7 28.0 22.87 5.68 58.98

3901 マークラインズ プライム 2,000.0 264.6 37.7 23.85 -31.53 129.27

3939 カナミックネットワーク プライム 480.0 231.0 28.6 23.99 -12.09 23.18

4482 ウィルズ グロース 713.0 150.1 20.6 31.49 17.27 36.31

6036 KeePer技研 プライム 3,780.0 1069.0 30.4 27.10 -1.82 263.93

6088 シグマクシスHD プライム 870.0 774.3 23.5 30.79 10.76 58.26

6196 ストライク プライム 4,245.0 815.2 37.7 26.83 -5.46 293.27

6200 インソース プライム 911.0 776.6 41.1 33.78 8.19 48.25

7148 FPG プライム 2,336.0 1957.7 25.7 38.48 -2.01 261.94

9560 プログリット グロース 993.0 125.7 20.1 39.30 -21.00 78.10

（注）株価騰落率は2024年7月11日終値比

（注）ROEは前期実績、売上高経常利益率は今期予想
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■米国マクロの転換がテーマ依存の物色を変える可能性 

 

SMBC 日興証券は、利下げ後の米国設備投資拡大を契機とした「出遅れ外需」セクターの見直しに注目している。10 月の日本株

は高市新総裁誕生を受けた「財政拡張・金融緩和」期待で急伸し、TOPIXの予想PERは過去上限に近い16倍に到達したが、AI・半

導体関連中心のテーマ物色には過熱感も指摘されていると注視。また、利下げ後の米国マクロの転換で物色の軸が変わる可能性が

あると指摘。米国で金融緩和方針により製造業・インフラ投資が活発化すれば、グローバル供給網を通じて日本の外需企業にも追

い風となると考察している。米国設備投資需要拡大と来期業績目線に注目すると、「電気機器」「機械」「輸送用機器」などシクリ

カル業種が有力候補と分析。下表では、米投資サイクル拡大の恩恵が期待される「出遅れ外需銘柄」を抽出している。 

銘柄
コード

銘柄略称 セクター
時価
総額

(十億円)

トランプ
ショック
後の相対
リターン
(対業種別
指数、％)

米国
売上高
比率
(％)

予想PER
(来期、倍)

経常
増益率
(来期、％)

経常利益

リビジョン
(来期、3カ
月前月末

比、％)

ベータ
(36カ月)

6723 ルネサスエレク 電気機器 3,595 -15.9 11.5 16.1 342.5 -5.0 1.8

6588 東芝テック 電気機器 174 -11.8 38.1 14.4 90.7 5.6 0.5

6523 PHCHD 電気機器 132 -37.0 21.9 9.6 80.3 22.8 0.6

5938 LIXIL 金属製品 498 -21.6 11.4 20.6 66.9 8.1 0.8

6471 日本精工 機械 373 -26.3 18.8 16.3 60.5 -3.1 1.2

6752 パナソニック HD 電気機器 4,422 -27.3 21.8 9.9 51.2 0.4 1.4

5727 東邦チタニウム 非鉄金属 103 -90.0 36.1 21.7 44.2 0.0 0.3

6473 ジェイテクト 機械 455 -2.0 25.9 10.8 41.0 10.1 1.9

5301 東海カーボン ガラス土石 240 -0.1 33.8 13.7 33.6 -3.4 0.2

6770 アルプスアルパイン 電気機器 404 -4.6 18.0 18.6 28.9 9.4 0.6

6103 オ―クマ 機械 234 -31.7 30.5 14.0 27.3 -3.6 1.5

5332 TOTO ガラス土石 653 -21.5 11.4 14.5 24.4 -0.2 0.1

6981 村田製作所 電気機器 5,530 -4.0 16.5 21.9 24.0 1.5 1.1

6134 FUJI 機械 266 -7.2 17.8 13.9 23.2 1.3 1.4

5741 UACJ 非鉄金属 325 -97.4 33.5 11.2 20.5 2.8 0.4

6460 セガサミ一HD 機械 634 -48.1 24.4 12.7 20.0 -0.1 0.2

6113 アマダ 機械 594 -10.5 28.6 15.3 19.0 7.3 1.4

7276 小糸製作所 電気機器 690 -11.1 32.7 20.9 18.6 4.7 1.1

6302 住友重機械工業 機械 438 -27.7 19.5 13.1 17.0 -1.6 1.5

6754 アンリツ 電気機器 242 -4.7 24.9 19.3 16.8 -0.2 0.7

6849 日本光電エ業 電気機器 297 -53.3 18.6 17.0 16.8 -1.3 0.3

6925 ウシオ電機 電気機器 216 -7.3 29.9 20.4 16.6 3.7 0.8

6807 日本航空電子工業 電気機器 181 -35.3 11.3 13.6 16.3 -3.8 0.9

5801 古河電気工業 非鉄金属 643 -25.2 12.8 14.7 15.4 3.8 2.0

9962 ミスミG本社 卸売 640 -34.3 11.1 18.0 15.3 -4.4 0.5

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カテゴリー考察 
先週の話題レポート 

「AI 相場」に過熱感？出遅れ外需に注目 

先週の話題レポ

ート 

「出遅れ外需銘柄」（SMBC 日興証券） 

 

注：ユニバースをTOPIX採用銘柄（除く輸送用機器、精密機器）として、次の通りスクリーニングを行った。(1）時価総額が1000億円以上、(2）

外需銘柄、(3）トランプショック後（2025/4/7）の相対リターン（対33業種別）がマイナス、(4）来期予想PERが30倍未満、(5）来期予想経常

増益率が 5％以上、かつ経常利益リビジョンが-5％以上、(6）べ一タがプラス。外需銘柄は米国売上高比率が10％以上の銘柄かつ、グローバル製

造業PMIとの相関がプラスのセクターに属している銘柄として定義。予想はQUICKコンセンサス、なければ東洋経済予想を使用。来期経常増益率

の降順。データは10月17日時点 

出所：QUICK、東洋経済、SMBC日興証券 

注：誌面スペースの都合上、来期予想経常増益率15％以上のものに絞って掲載している。 
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10 月 17日時点の2市場信用残高は、買い残高が1360 億円

増の4兆4984億円、売り残高が193億円減の9182億円。買い

残高が5週連続の増加、売り残高は2週間ぶりの減少となった。

また、買い方の評価損益率は－7.88％から－8.94％、売り方の

評価損益率は 5.38％から 12.41％に。なお、信用倍率は 4.65

倍から4.90倍となった。 

この週（10 月 14 日－17 日）の日経平均は前週末比506.65

円安の47582.15円。連休明け14日に、日経平均は1241円安

と大幅安となっている。公明党が自公連立政権からの離脱を発

表し、政局の先行き不透明感が強まったほか、米中貿易戦争へ

の懸念が再燃した。ただ、その後は週央にかけて切り返す展開。

米利下げ期待の高まりや蘭 ASMLHD の好決算発表、自民党と日

本維新の会の連携可能性が伝わったことが支援要因に。なお、

週末は米地銀の信用リスクの高まりへの警戒感や為替の円高

推移が重しとなり、結局、日経平均は8週ぶりの反落となった。

個別では、ニップン<2001>の信用倍率は 0.34 倍と、前週の

6.41倍から一気に売り長の需給状況になった。10月14日、政

策保有株の見直しでヤクルト本社<2267>や金融機関などの大

株主5社が、計490万株の同社株を売り出すと発表。売り出し

とあわせて 40 億円、220 万株の自社株買いを実施する。目先

的な需給悪化を手掛かりとした新規売りのほか、ディスカウン

ト価格での引き受けを狙ったヘッジ対応の新規売りが積み上

がった。リョービ<5851>についても大株主9社による保有株の

売出しの発表を受けて、ディスカウント価格での引き受けを狙

ったヘッジ対応の売りが積み上がった形である。そのほか、ル

ネサス<6723>は、米エヌビディアが進める AI データセンター

向けの給電システム開発に参加するとの報道をきっかけに急

伸した局面で、買い方の利益確定の売りに対して、新規売りが

積み上がる形になったようである。 

0
500,000

1,000,000
1,500,000
2,000,000
2,500,000
3,000,000
3,500,000
4,000,000
4,500,000
5,000,000

7/
1
8

8
/
1

8/
1
5

8/
2
9

9/
1
2

9/
2
6

1
0/

1
0

2.0
2.4
2.8
3.2
3.6
4.0
4.4
4.8
5.2
5.6
6.0

7
/
1
8

8
/
1

8
/
1
5

8
/
2
9

9
/
1
2

9
/
2
6

1
0/

1
0

コード 市場 銘柄
10/24終値

（円）
信用買残

（10/17：株）
信用売残

（10/17：株）
信用倍率

（10/17：倍）
信用買残

（10/10：株）
信用売残

（10/10：株）
信用倍率

（10/10：倍）

2001 プライム ニップン 2,239.0 212,600 622,100 0.34 53,200 8,300 6.41

5851 プライム リョービ 2,786.0 239,200 463,400 0.52 102,600 19,700 5.21

9432 プライム ＮＴＴ 159.8 128,000,000 7,900,300 16.22 161,000,000 5,099,800 31.57

3038 プライム 神戸物産 3,705.0 1,602,700 7,906,700 0.20 1,735,900 4,484,900 0.39

3028 プライム アルペン 2,308.0 80,900 477,900 0.17 75,900 253,800 0.30

6723 プライム ルネサス 1,843.5 2,385,600 841,300 2.84 2,850,900 600,300 4.75

2809 プライム キユーピー 4,280.0 35,500 298,200 0.12 54,100 293,000 0.18

6504 プライム 富士電機 10,755.0 138,800 105,300 1.32 207,000 102,900 2.01

6981 プライム 村田製 3,018.0 1,876,700 442,400 4.24 1,803,800 287,700 6.27

9824 プライム 泉州電 4,585.0 61,700 492,500 0.13 55,400 291,100 0.19

1801 プライム 大成建 11,065.0 112,500 215,000 0.52 104,200 138,000 0.76

8267 プライム イオン 2,351.0 1,125,800 3,680,500 0.31 1,350,600 3,015,400 0.45

3196 プライム ホットランドＨ 2,069.0 55,900 552,300 0.10 57,500 408,900 0.14

4324 プライム 電通Ｇ 3,135.0 344,000 403,700 0.85 342,600 290,800 1.18

3964 プライム オークネット 2,090.0 48,200 604,600 0.08 50,300 459,900 0.11

 

   

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カテゴリー考察-信用需給動向 
Market Data 

政局不安などに伴う下落局面で押し目買いの動き 

取組みが改善した銘柄 

信用倍率（倍） 

信用残高 金額ベース 単位：百万円 

信用需給動向 



 

株式会社フィスコ 23

本資料のご利用については、必ず巻末の重要事項（ディスクレーマー）をお読みください。 

Vol. 641 Weekly 
2025 10 27 

週刊相場観測誌

Ｍａｒｋｅｔ展望 連載コラム 

 

 

 

 

       

  

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コラム：戻り鈍いベトナムドン 

  ベトナム金融市場は歴史的な節目を迎えているものの、通

貨ドンの過去最安値からの戻りは鈍い状況です。株式市場は

「新興市場」に格上げされ、株価は過去最高値圏に浮上。その

後は激しい調整に見舞われており、マネーの流入は抑制気味

のようです。 

 

 今年 4 月に米トランプ政権が高関税政策を発表すると、米国

経済の不透明感からドルは対主要通貨で大きく下落しました。

しかし、ドンは新興国の貿易への影響に懸念が強まり、ドル売

り地合いにもかかわらず軟調に推移。1ドル＝2万6400ドン台

で下げ止まった後は過去最安値付近でもみ合い、秋口からや

や持ち直す展開に。とはいえ、回復ペースは緩慢で、高成長

国の通貨の値動きには見えません。 

 

 対照的に株価は大相場が続いています。VN 指数は心理的

節目の 1500 ポイント付近を 7 月に突破すると弾みが付き、上

昇基調を強めました。8 月の 1 か月間だけで 10％超も値上が

りし、9 月の調整を経て 10 月には取引中に 1700 ポイントを上

抜ける場面も。終値ベースで過去最高値を更新し続け、1800

ポイントが視野に入り、市場関係者は夢の 2000 ポイントに期

待を膨らませました。 

 

 その背景にあるのが、株式市場の格上げです。ベトナム政

府と証券当局は、外国人投資家の参入を容易にする制度整備

や、取引・決済システムの近代化に注力してきました。さらに、

情報開示の透明性向上や英語での開示拡充なども進み、国

際的な評価機関が求める基準を満たしたことが格上げの決め

手となりました。こうした改革が国内外の投資マネーを呼び込

み、市場の信頼感を高めたのです。 

 

 ところが、その後は急激な利益確定や持ち高調整の売りが

活発になり、VN 指数は大きく押し下げられる場面が目立ちま

す。10月17日の取引では36ポイント、週明け20日は実に94

ポイントも下落し、2 営業日だけで実に 140 ポイントと、記録的

な下げとなりました。9 月には急落後に自律反発の持ち直しが

見られたものの、格上げ以降の取引では戻りの勢いが弱まっ

ています。 

 

 足元では、通貨と株価の動きにずれが生じています。株式

市場は格上げ効果で上昇を先取りしましたが、ドンは貿易赤

字やドル高基調を背景に上値が重いまま。株価がこうも不安

定だと、やはりマネーの流入も限定的です。ベトナム中銀は

為替の安定を優先しつつも大胆な介入を避けており、金利引

き上げにも消極的。外貨建て投資で為替リスクを慎重に見極

める局面が続けば、ドンの上値は引き続き抑えられるかもし

れません。 

 

※あくまでも筆者の個人的な見解であり、弊社の見解を代表

するものではありません。 

連載コラム 
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経済カレンダー 

10月27日～11月2日※全て日本時間で表示 

日付 曜日 時間 内容

10月27日 月 08:50 企業向けサービス価格指数(9月)

10:30 中・工業利益(9月)

17:00 ブ・FIPE消費者物価指数(先週)

18:00 欧・ユーロ圏マネーサプライ(9月)

18:00 欧・欧州中央銀行(ECB)がユーロ圏CPI予想(9月)

18:00 独・IFO企業景況感指数(10月)

20:00 ブ・FGV消費者信頼感(10月)

20:25 ブ・週次景気動向調査

21:30 米・耐久財受注(9月)

トランプ米大統領が来日(29日まで)

決算発表 キヤノン、塩野義製薬、日東電工

10月28日 火 08:00 韓・GDP(7-9月)

10:10 国債買い入れオペ(残存3-5年、残存5-10年、残存10-25年、残存25年超、物価連動債)(日本銀行)

14:00 欧・ユーロ圏新車販売台数(9月)

19:30 印・鉱工業生産(9月)

20:00 ブ・FGV建設コスト(10月)

22:00 米・S&PCS20都市住宅価格指数(8月)

22:00 米・FHFA住宅価格指数(8月)

23:00 米・消費者信頼感指数(10月)

27:00 ブ・貿易収支(先週)

米・連邦公開市場委員会(FOMC)(29日まで)

欧・ECBがユーロ圏銀行融資調査

10月29日 水 09:30 豪・消費者物価指数(9月)

14:00 消費者態度指数(10月)

15:30 日本取引所グループの山道CEOが定例会見

20:30 ブ・個人ローン・デフォルト率(9月)

20:30 ブ・ローン残高(9月)

20:30 ブ・融資残高(9月)

21:30 米・卸売在庫(9月)

22:45 加・カナダ銀行(中央銀行)が政策金利発表

23:00 米・中古住宅販売件数(9月)

27:00 米・連邦公開市場委員会(FOMC)が政策金利発表

月例経済報告(10月)

日銀政策委員会・金融政策決定会合(1日目)

米・FOMC終了後、パウエル連邦準備制度理事会(FRB)議長が記者会見

オランダ・総選挙

アジア太平洋経済協力会議(APEC)閣僚会議(30日まで)

香港・株式市場は祝日のため休場(重陽節)
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10月27日～11月2日※全て日本時間で表示 

日付 曜日 時間 内容

10月30日 木 08:50 対外・対内証券投資(先週)

15:30 植田日銀総裁が会見

17:55 独・失業率(失業保険申請率)(10月)

18:00 独・GDP速報値(7-9月)

19:00 欧・ユーロ圏失業率(9月)

19:00 欧・ユーロ圏景況感指数(10月)

19:00 欧・ユーロ圏消費者信頼感指数(10月)

19:00 欧・ユーロ圏GDP速報値(7-9月)

20:00 ブ・FGVインフレIGPM(10月)

21:30 米・新規失業保険申請件数(先週)

21:30 米・GDP速報値(7-9月)

22:00 独・消費者物価指数(10月)

22:15 欧・ECBが政策金利発表、ラガルド総裁が記者会見

日銀政策委員会・金融政策決定会合(2日目)、終了後決定内容発表

米・ダラス連銀総裁が講演

10月31日 金 08:30 東京CPI(10月)

08:30 有効求人倍率(9月)

08:30 失業率(9月)

08:50 小売売上高(9月)

08:50 百貨店・スーパー売上高(9月)

08:50 鉱工業生産指数(9月)

10:30 中・製造業PMI(10月)

10:30 中・非製造業PMI(10月)

10:30 中・総合PMI(10月)

14:00 住宅着工件数(9月)

17:00 台湾・GDP(7-9月)

17:30 香港・GDP(7-9月)

19:00 欧・ユーロ圏消費者物価指数(10月)

19:30 印・財政赤字(9月)

20:30 ブ・基礎的財政収支(9月)

20:30 ブ・純債務対GDP比(9月)

21:00 ブ・全国失業率(9月)

21:00 南ア・貿易収支(9月)

21:30 米・個人所得(9月)

21:30 米・個人消費支出(9月)

21:30 米・個人消費支出(PCE)価格コア指数(9月)

21:30 米・雇用コスト指数(7-9月)

22:45 米・MNIシカゴ購買部協会景気指数(10月)

印・外貨準備高(先週)

印・銀行融資残高(9月)

米・ダラス連銀総裁が講演

米・クリーブランド連銀総裁、アトランタ連銀総裁が討論会に参加

欧・ECB専門家予測調査

APEC首脳会議(11月1日まで)

11月2日 日 米・夏時間終了
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■(米)連邦公開市場委員会（FOMC）が政策金利発表 

10 月29 日（水）日本時間30 日午前3 時発表予定 

 

（予想は、0.25pt の利下げ） インフレは持続しているものの、雇用情勢が弱含みとなっていることが考慮されそうだ。連邦

政府機関の一部閉鎖措置が短期間で解除されても雇用情勢のすみやかな改善は期待できないため、0.25pt の追加利下げの可能

性が高いとみられる。 

 

-------------------------------------------------------------------- 

■(日)日本銀行金融政策決定会合 

10 月30 日（木）決定会合の終了予定時刻は未定 

 

（予想は、政策金利の据え置き） 日本銀行の高田審議委員は「利上げに向け機が熟した」と述べた。一方、植田日銀総裁は「経

済物価見通しの確度が上がれば、金融緩和の度合いを調整していく」との見方を示している。米国経済の先行き不透明感が消え

ていないため、日銀が金融緩和の度合いをすみやかに調整する可能性は低いとみられる。 

 

-------------------------------------------------------------------- 

■(欧)7-9 月期ユーロ圏域内総生産速報値 

10 月30 日（木）午後7 時発表予定 

 

（予想は、前年比＋1.2％） 参考となる前期実績は＋1.5％。欧州中央銀行（ECB）による利下げによって、域内経済の減速は

7-9月期で一服したとみられる。ただ、企業景況感の大幅な改善は確認されていないため、7-9月期の成長率は前期実績と大差

ない水準にとどまりそうだ。 

 

------------------------------------------------------------------- 

■(米)7-9 月期国内総生産 

10 月31 日（金）午後9 時30 分発表予定 

 

（予想は、前期比年率＋3.0％） 参考となる4-6月期実績は前期比＋3.8％。住宅関連指標と9月分のISM製造業と非製造業の

実績値を考慮すると、7-9月期の成長率は前期実績との比較で、ある程度鈍化する可能性が高いとみられる。 

 

-------------------------------------------------------------------- 

 

 

 

 

 

 

 

 

日米主要経済指標のポイント
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日付 コード 銘柄 上場部名 時刻 日付 コード 銘柄 上場部名 時刻

10月27日 1718 美樹工業 スタンダード 15:30 10月29日 2664 ｶﾜﾁ薬品 プライム 15:00

10月27日 3132 ﾏｸﾆｶHD プライム 15:00 10月29日 2760 東ｴﾚﾃﾞﾊﾞ プライム 15:30

10月27日 3199 綿半ＨＤ プライム 15:30 10月29日 2811 カゴメ プライム 15:40

10月27日 3593 ﾎｷﾞﾒﾃﾞｨ プライム 15:30 10月29日 3793 ドリコム グロース 15:30

10月27日 3635 ｺｰｴｰﾃｸﾓ プライム 16:00 10月29日 3839 ＯＤＫ スタンダード 15:40

10月27日 4507 塩野義 プライム 13:00 10月29日 3850 NTTDIM スタンダード 15:30

10月27日 4690 日ﾊﾟﾚｯﾄ スタンダード 17:00 10月29日 4043 トクヤマ プライム 09:00

10月27日 4765 SBIGｱｾｯﾄ プライム 10月29日 4099 四国化HD プライム 12:00

10月27日 6230 SANEI スタンダード 15:30 10月29日 4113 田岡化 スタンダード 15:00

10月27日 6484 ＫＶＫ スタンダード 11:00 10月29日 4229 群栄化 プライム 15:00

10月27日 6653 正興電機 プライム 17:00 10月29日 4290 Ｐ　Ｉ プライム 16:00

10月27日 6988 日東電 プライム 16:00 10月29日 4366 ﾀﾞｲﾄｰｹﾐ スタンダード 16:00

10月27日 7250 太平洋 プライム 10月29日 4367 広栄化学 スタンダード 13:00

10月27日 7366 LITALICO プライム 15:30 10月29日 4751 ｻｲﾊﾞｴｰｼﾞ プライム 15:30

10月27日 7751 キヤノン プライム 15:30 10月29日 4816 東映ｱﾆﾒ スタンダード 15:30

10月27日 8190 ﾔﾏﾅｶ 名証メイン 10月29日 4832 JFE-SI スタンダード 15:00

10月27日 9551 ﾒﾀｳｫｰﾀｰ プライム 15:30 10月29日 4956 コニシ プライム 11:00

10月27日 9733 ナガセ スタンダード 15:30 10月29日 5659 日精線 プライム

10月27日 9782 ﾃﾞｨｰｴﾑｴｽ スタンダード 15:30 10月29日 5834 SBIﾘｰｼﾝｸ グロース 11:00

10月27日 9914 植松商 スタンダード 15:00 10月29日 5857 AREHD プライム 15:30

10月28日 1944 きんでん プライム 15:30 10月29日 5906 MK精工 スタンダード 15:30

10月28日 1946 ﾄｰｴﾈｸ プライム 15:40 10月29日 5911 横河ﾌﾞHD プライム 15:30

10月28日 2175 ＳＭＳ プライム 15:30 10月29日 6146 ﾃﾞｨｽｺ プライム 16:00

10月28日 2211 不二家 プライム 15:30 10月29日 6161 ｴｽﾃｨｯｸ スタンダード 15:00

10月28日 2359 コ　ア プライム 15:30 10月29日 6301 コマツ プライム 14:30

10月28日 2491 Vｺﾏｰｽ プライム 17:00 10月29日 6349 小  森 プライム 15:30

10月28日 3003 ﾋｭｰﾘｯｸ プライム 11:00 10月29日 6436 アマノ プライム 15:00

10月28日 3771 ｼｽﾃﾑﾘｻｰﾁ プライム 15:45 10月29日 6701 ＮＥＣ プライム 15:30

10月28日 3778 さくら プライム 12:00 10月29日 6861 ｷｰｴﾝｽ プライム 16:00

10月28日 3911 Aiming グロース 15:30 10月29日 6946 日ｱﾋﾞｵ スタンダード 18:00

10月28日 4080 田中化研 スタンダード 15:00 10月29日 6955 ＦＤＫ スタンダード 15:00

10月28日 4479 マクアケ グロース 15:30 10月29日 7191 ｲﾝﾄﾗｽﾄ スタンダード 15:30

10月28日 4498 ｻｲﾊﾞﾄﾗｽﾄ グロース 15:30 10月29日 7278 ｴｸｾﾃﾞｨ プライム 16:00

10月28日 4556 カイノス スタンダード 13:00 10月29日 7477 ムラキ スタンダード 16:00

10月28日 4684 ｵｰﾋﾞｯｸ プライム 15:30 10月29日 7551 ウェッズ スタンダード 16:00

10月28日 4733 ＯＢＣ プライム 15:00 10月29日 7575 日本ﾗｲﾌL プライム 15:40

10月28日 5279 日興業 スタンダード 16:00 10月29日 8628 松井証 プライム 11:30

10月28日 5532 ﾘｱﾙｹﾞｲﾄ グロース 15:30 10月29日 8697 ＪＰＸ プライム 12:00

10月28日 5609 日鋳造 スタンダード 15:30 10月29日 8914 ｴﾘｱﾘﾝｸ スタンダード 12:00

10月28日 6305 日立建 プライム 15:30 10月29日 9022 ＪＲ東海 プライム 15:00

10月28日 6337 テセック スタンダード 15:30 10月29日 9046 神電鉄 プライム 15:30

10月28日 6798 ＳＭＫ プライム 13:00 10月29日 9267 ｹﾞﾝｷｰﾄﾞﾗ プライム 15:30

10月28日 6857 ｱﾄﾞﾊﾞﾝﾃ プライム 15:30 10月29日 9474 ゼンリン プライム 13:00

10月28日 7102 日車輌 プライム 15:40 10月29日 9531 東ガス プライム

10月28日 7276 小糸製 プライム 15:00 10月29日 9697 ｶﾌﾟｺﾝ プライム 15:00

10月28日 7299 ｵｰｾﾞｯｸｽ スタンダード 15:00 10月29日 9719 ＳＣＳＫ プライム 15:30

10月28日 7309 シマノ プライム 15:30 10月29日 9828 ｹﾞﾝｷGDC スタンダード 16:00

10月28日 8174 日ガス プライム 15:30 10月29日 9932 杉本商 プライム 11:00

10月28日 8218 コメリ プライム 15:30 10月29日 9991 ｼﾞｪｺｽ プライム 16:00

10月28日 8604 野村ＨＤ プライム 15:30 10月30日 165A SBIﾚｵｽ グロース 11:00

10月28日 9081 神奈交 プライム 15:30 10月30日 1850 南海辰村 スタンダード 15:00

10月28日 9502 中部電 プライム 16:00 10月30日 1949 住電設 プライム 13:00

10月28日 9533 邦ガス プライム 11:00 10月30日 2002 日清粉Ｇ プライム 15:30

10月28日 9691 両毛ｼｽ スタンダード 13:00 10月30日 2127 日本M&A プライム 15:30

10月28日 9742 アイネス プライム 15:30 10月30日 2220 亀田菓 プライム 13:00

10月29日 1930 北電事 プライム 13:00 10月30日 2317 システナ プライム 16:00

10月29日 1934 ﾕｱﾃｯｸ プライム 12:00 10月30日 2326 ﾃﾞｼﾞｱｰﾂ プライム 16:00

10月29日 2212 山崎パン プライム 15:30 10月30日 2327 NSSOL プライム

10月29日 2216 カンロ スタンダード 13:30 10月30日 2428 ｳｪﾙﾈｯﾄ スタンダード 16:00

10月29日 2393 日本ケア スタンダード 15:30 10月30日 2540 養命酒 プライム 15:30

※なお、下記のカレンダーはあくまでも予定で企業の都合により変更される可能性があります。 
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10月30日 2737 ﾄｰﾒﾝﾃﾞﾊﾞ プライム 13:00 10月30日 6752 ﾊﾟﾅｿﾆｯｸH プライム

10月30日 2768 双  日 プライム 12:00 10月30日 6754 アンリツ プライム 15:30

10月30日 2914 Ｊ　Ｔ プライム 15:30 10月30日 6807 航空電 プライム 15:30

10月30日 3064 MonotaRO プライム 15:30 10月30日 6822 大井電気 スタンダード 15:30

10月30日 3231 野村不HD プライム 15:30 10月30日 6823 リオン プライム 15:30

10月30日 3426 ｱﾄﾑﾘﾋﾞﾝ スタンダード 15:00 10月30日 6864 ｴﾇｴﾌHD スタンダード 16:00

10月30日 3529 アツギ スタンダード 14:00 10月30日 6912 菊水ＨＤ スタンダード 16:00

10月30日 3580 小松ﾏﾃｰﾚ プライム 15:00 10月30日 6971 京セラ プライム 15:00

10月30日 3636 三菱総研 プライム 16:00 10月30日 6995 東海理化 プライム 14:00

10月30日 3648 ＡＧＳ スタンダード 16:00 10月30日 7022 ｻﾉﾔｽHD スタンダード 15:30

10月30日 3799 ｷｰｳｪｱ スタンダード 16:00 10月30日 7148 ＦＰＧ プライム 16:00

10月30日 3891 高度紙 スタンダード 14:00 10月30日 7185 ﾋﾛｾ通商 スタンダード

10月30日 4062 ｲﾋﾞﾃﾞﾝ プライム 15:40 10月30日 7241 フタバ プライム

10月30日 4091 日本酸素 プライム 15:00 10月30日 7283 愛三工 プライム 15:00

10月30日 4151 協和ｷﾘﾝ プライム 15:00 10月30日 7419 ノジマ プライム 08:30

10月30日 4204 積水化 プライム 15:30 10月30日 7433 伯　東 プライム 15:30

10月30日 4205 ゼオン プライム 15:00 10月30日 7508 GｾﾌﾞﾝHD プライム 15:30

10月30日 4212 積水樹 プライム 16:00 10月30日 7600 日本MDM プライム 12:00

10月30日 4221 大倉工 プライム 12:00 10月30日 7687 ﾐｸﾘｰﾄﾞ グロース 16:00

10月30日 4262 ﾆﾌﾃｨﾗｲﾌ グロース 08:00 10月30日 7732 トプコン プライム 15:30

10月30日 4307 ＮＲＩ プライム 15:30 10月30日 7817 ﾊﾟﾗﾍﾞｯﾄﾞ プライム 15:30

10月30日 4308 Jｽﾄﾘｰﾑ グロース 15:30 10月30日 7823 ｱｰﾄﾈｲﾁｬｰ スタンダード 15:00

10月30日 4345 ｼｰﾃｨｰｴｽ プライム 13:00 10月30日 7908 KIMOTO スタンダード 17:00

10月30日 4347 ﾌﾞﾛﾒﾃﾞｨｱ スタンダード 15:00 10月30日 7919 野崎印 スタンダード 15:00

10月30日 4373 ｼﾝﾌﾟﾚｸｽH プライム 15:30 10月30日 7949 小松ｳｵﾙ プライム 15:00

10月30日 4417 ｸﾞﾛｰｾｷｭ グロース 16:00 10月30日 7950 日ﾃﾞｺﾗ 名証メイン

10月30日 4461 一工薬 プライム 14:00 10月30日 7976 菱鉛筆 プライム 15:30

10月30日 4462 石原ｹﾐｶﾙ プライム 10月30日 7984 コクヨ プライム

10月30日 4502 武　田 プライム 15:00 10月30日 8014 蝶　理 プライム 14:00

10月30日 4503 ｱｽﾃﾗｽ薬 プライム 15:00 10月30日 8071 東海エレ 名証メイン

10月30日 4528 小野薬 プライム 12:00 10月30日 8609 岡　三 プライム 11:00

10月30日 4549 栄研化 プライム 15:30 10月30日 8613 丸三証 プライム 12:00

10月30日 4552 JCRﾌｧｰﾏ プライム 14:00 10月30日 8614 東洋証 プライム 16:00

10月30日 4582 ｼﾝﾊﾞｲｵ グロース 15:00 10月30日 8622 水戸証 プライム 13:00

10月30日 4661 ＯＬＣ プライム 16:00 10月30日 8624 いちよし プライム 13:00

10月30日 4812 電通総研 プライム 15:30 10月30日 8699 ＨＳＨＤ スタンダード 16:00

10月30日 4826 ＣＩＪ プライム 14:00 10月30日 8700 丸八証券 スタンダード 15:30

10月30日 5191 住友理工 プライム 12:00 10月30日 8706 極東証券 プライム 11:00

10月30日 5449 大阪製鉄 スタンダード 13:00 10月30日 8708 ｱｲｻﾞﾜ証G プライム 14:00

10月30日 5461 中部鋼 プライム 15:00 10月30日 8793 NECｷｬﾋﾟ プライム 15:00

10月30日 5471 大特鋼 プライム 11:00 10月30日 8864 空港施設 プライム 15:00

10月30日 5484 東北鋼 スタンダード 16:00 10月30日 8898 ｾﾝﾁｭﾘｰ21 スタンダード 16:00

10月30日 5819 ｶﾅﾚ電気 スタンダード 16:00 10月30日 9003 相鉄ＨＤ プライム 14:00

10月30日 5909 コロナ スタンダード 15:00 10月30日 9020 JR東日本 プライム 15:00

10月30日 5992 中発条 スタンダード 14:00 10月30日 9037 ﾊﾏｷｮｳ プライム 16:00

10月30日 6023 ﾀﾞｲﾊﾂｲﾝ スタンダード 13:00 10月30日 9042 阪急阪神 プライム 15:30

10月30日 6080 M&Aｷｬﾋﾟ プライム 15:30 10月30日 9064 ヤマトHD プライム 15:30

10月30日 6111 旭精機 名証プレミア 10月30日 9201 ＪＡＬ プライム 12:00

10月30日 6141 DMG森精 プライム 15:30 10月30日 9202 ＡＮＡ プライム 15:30

10月30日 6196 ｽﾄﾗｲｸ プライム 15:30 10月30日 9219 ギックス グロース 17:00

10月30日 6345 ｱｲﾁｺｰﾎﾟ プライム 15:40 10月30日 9362 兵機海 スタンダード 16:00

10月30日 6419 ﾏｰｽGHD プライム 16:00 10月30日 9368 ｷﾑﾗﾕﾆﾃｨｰ スタンダード 11:00

10月30日 6470 大豊工業 スタンダード 14:00 10月30日 9501 東電力HD プライム 16:00

10月30日 6501 日　立 プライム 15:00 10月30日 9503 関西電 プライム 16:00

10月30日 6504 富士電機 プライム 15:00 10月30日 9505 北陸電 プライム 15:30

10月30日 6508 明電舎 プライム 15:30 10月30日 9506 東北電 プライム 15:00

10月30日 6623 愛知電 名証プレミア 10月30日 9507 四国電 プライム 14:00

10月30日 6659 ﾒﾃﾞｨｱﾘﾝｸ スタンダード 15:00 10月30日 9532 大ガス プライム 15:00

10月30日 6702 富士通 プライム 15:00 10月30日 9536 西部ｶﾞｽH プライム 16:00

10月30日 6723 ルネサス プライム 09:00 10月30日 9539 葉ガス スタンダード 15:00

※なお、下記のカレンダーはあくまでも予定で企業の都合により変更される可能性があります。 
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10月30日 9552 M&A総研H プライム 15:30 10月31日 3388 明治電機 プライム 15:30

10月30日 9640 ｾｿﾞﾝﾃｸﾉ スタンダード 15:00 10月31日 3439 三ツ知 スタンダード 15:30

10月30日 9686 東洋ﾃｯｸ スタンダード 15:00 10月31日 3482 ﾛｰﾄﾞｽﾀｰ プライム 15:30

10月30日 9698 クレオ スタンダード 15:30 10月31日 3512 日ﾌｴﾙﾄ スタンダード 14:00

10月30日 9709 NCS&A スタンダード 16:00 10月31日 3542 ＶＥＧＡ グロース

10月30日 9744 ﾒｲﾃｯｸGHD プライム 11:00 10月31日 3553 共和ﾚｻﾞ スタンダード 15:30

10月30日 9766 コナミＧ プライム 15:30 10月31日 3622 ﾈｯﾄｲﾔｰ グロース 15:30

10月30日 9795 ステップ プライム 15:30 10月31日 3626 ＴＩＳ プライム 15:00

10月30日 9889 JBCC HD プライム 11:00 10月31日 3640 電　算 スタンダード 15:50

10月30日 9969 ｼｮｸﾌﾞﾝ スタンダード 10月31日 3696 セレス プライム 12:00

10月31日 1381 ｱｸｼｰｽﾞ スタンダード 10月31日 3762 ﾃｸﾏﾄﾘｯｸｽ プライム 15:30

10月31日 1777 川崎設備 名証メイン 10月31日 3776 ﾌﾞﾛﾊﾞﾝﾀﾜ スタンダード 12:00

10月31日 1798 守谷商会 スタンダード 15:00 10月31日 3835 eBASE プライム 16:00

10月31日 1878 大東建 プライム 11:00 10月31日 3836 ｱﾊﾞﾝﾄG プライム 15:30

10月31日 1911 住友林 プライム 15:00 10月31日 3841 ｼﾞｰﾀﾞｯﾄ スタンダード 15:00

10月31日 1939 四電工 プライム 16:00 10月31日 4045 東亜合成 プライム 14:00

10月31日 1941 中電工 プライム 15:00 10月31日 4107 伊勢化 スタンダード 15:30

10月31日 1942 関電工 プライム 13:00 10月31日 4188 三菱ｹﾐG プライム 13:30

10月31日 1948 弘電社 スタンダード 14:00 10月31日 4216 旭有機材 プライム 16:00

10月31日 1950 日本電設 プライム 16:00 10月31日 4220 ﾘｹﾝﾃｸﾉｽ プライム 14:00

10月31日 1959 ｸﾗﾌﾃｨｱ プライム 15:00 10月31日 4228 積化成 プライム

10月31日 1972 三晃金 スタンダード 14:00 10月31日 4248 竹本容器 スタンダード 15:00

10月31日 2003 日東富士 スタンダード 16:00 10月31日 4299 ﾊｲﾏｯｸｽ スタンダード 13:00

10月31日 2053 中部飼 プライム 14:00 10月31日 4318 クイック プライム 15:30

10月31日 2060 ﾌｨｰﾄﾞ･ﾜﾝ プライム 15:30 10月31日 4362 日精化 プライム 16:00

10月31日 2109 DM三井糖 プライム 15:00 10月31日 4368 扶桑化学 プライム 16:00

10月31日 2114 フジ日本 スタンダード 15:00 10月31日 4410 ﾊﾘﾏ化成G プライム 13:00

10月31日 2130 ﾒﾝﾊﾞｰｽﾞ プライム 15:30 10月31日 4463 日華化学 スタンダード 15:00

10月31日 2148 ＩＴＭ プライム 17:00 10月31日 4506 住友ﾌｧｰﾏ プライム 15:30

10月31日 2152 幼児活動 スタンダード 16:00 10月31日 4531 有機薬 スタンダード 15:00

10月31日 2208 ﾌﾞﾙﾎﾞﾝ スタンダード 10月31日 4539 日ｹﾐﾌｧ スタンダード 15:30

10月31日 2281 ﾌﾟﾘﾏﾊﾑ プライム 15:30 10月31日 4565 ﾈｸｾﾗﾌｧｰﾏ プライム 15:30

10月31日 2479 ｼﾞｪｲﾃｯｸ スタンダード 15:00 10月31日 4568 第一三共 プライム 13:00

10月31日 2481 ﾀｳﾝﾆｭｰｽ スタンダード 15:30 10月31日 4578 大塚ＨＤ プライム 13:00

10月31日 2492 ｲﾝﾌｫﾏｰﾄ プライム 15:30 10月31日 4617 中国塗 プライム 15:30

10月31日 2579 ｺｶｺｰﾗBJH プライム 15:00 10月31日 4644 ｲﾏｼﾞﾆｱ スタンダード 15:31

10月31日 2689 ｵﾙﾊﾞﾍﾙｹｱ スタンダード 15:30 10月31日 4658 日本空調 プライム 16:00

10月31日 2692 伊藤忠食 プライム 13:00 10月31日 4659 エイジス スタンダード 15:00

10月31日 2767 円谷ﾌｨｰﾙ プライム 15:30 10月31日 4679 田　谷 スタンダード 10:00

10月31日 2782 セリア スタンダード 15:30 10月31日 4685 菱友ｼｽﾃﾑ スタンダード 17:00

10月31日 2805 エスビー スタンダード 14:00 10月31日 4709 ＩＤＨＤ プライム 11:00

10月31日 2806 ﾕﾀｶﾌｰｽﾞ スタンダード 13:00 10月31日 4718 早稲アカ プライム 15:30

10月31日 2875 東洋水産 プライム 12:00 10月31日 4761 ｻｸﾗKCS スタンダード 15:00

10月31日 2883 大　冷 スタンダード 14:00 10月31日 4762 ｴｯｸｽﾈｯﾄ スタンダード 16:00

10月31日 2892 日食品 スタンダード 12:00 10月31日 4768 大塚商 プライム 15:00

10月31日 2908 フジッコ プライム 14:00 10月31日 4771 ｴﾌｱﾝﾄﾞｴﾑ スタンダード 15:00

10月31日 299A クラシル グロース 15:30 10月31日 4839 WOWOW プライム 13:00

10月31日 3004 神　栄 スタンダード 12:00 10月31日 4957 ﾔｽﾊﾗｹﾐｶﾙ スタンダード 16:00

10月31日 303A visumo グロース 16:00 10月31日 5187 ｸﾘｴｰﾄ スタンダード 11:00

10月31日 3079 ＤＶｘ スタンダード 15:00 10月31日 5214 日電硝 プライム 15:30

10月31日 3092 ＺＯＺＯ プライム 15:00 10月31日 5257 ﾉﾊﾞｼｽﾃﾑ スタンダード

10月31日 3104 富士紡HD プライム 11:00 10月31日 5280 ﾖｼｺﾝ スタンダード 15:00

10月31日 3116 ﾄﾖﾀ紡織 プライム 14:00 10月31日 5332 ＴＯＴＯ プライム 15:30

10月31日 3137 ﾌｧﾝﾃﾞﾘｰ グロース 15:30 10月31日 5333 ガイシ プライム 15:40

10月31日 3153 八洲電機 プライム 15:40 10月31日 5334 特殊陶 プライム 16:00

10月31日 3190 ﾎｯﾄﾏﾝ スタンダード 11:00 10月31日 5386 鶴　弥 スタンダード 10:00

10月31日 3191 ｼﾞｮｲ本田 プライム 15:00 10月31日 5388 ｸﾆﾐﾈ工 スタンダード 15:30

10月31日 3294 ｲｰｸﾞﾗﾝﾄﾞ スタンダード 15:30 10月31日 5410 合同鉄 プライム

10月31日 3341 日本調剤 プライム 16:00 10月31日 5440 共英製鋼 プライム 13:00

10月31日 3352 ﾊﾞｯﾌｧﾛｰ スタンダード 15:00 10月31日 5444 大和工 プライム 13:00

※なお、下記のカレンダーはあくまでも予定で企業の都合により変更される可能性があります。 

決算カレンダー 
Market Data 
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日付 コード 銘柄 上場部名 時刻 日付 コード 銘柄 上場部名 時刻

10月31日 5445 東京鉄 プライム 13:00 10月31日 6762 ＴＤＫ プライム 15:30

10月31日 5458 高砂鉄 スタンダード 14:00 10月31日 6770 ｱﾙﾌﾟｽｱﾙ プライム 15:30

10月31日 5464 ﾓﾘ工業 スタンダード 13:00 10月31日 6797 名古屋電 スタンダード 15:00

10月31日 5476 高周波 スタンダード 15:30 10月31日 6810 マクセル プライム 15:30

10月31日 5480 冶金工 プライム 15:30 10月31日 6817 ｽﾐﾀﾞｺｰﾎﾟ プライム

10月31日 5482 愛知鋼 プライム 14:00 10月31日 6832 ｱｵｲ電子 スタンダード 13:00

10月31日 5491 日金属 スタンダード 13:00 10月31日 6870 ﾌｪﾝｵｰﾙ スタンダード 15:00

10月31日 5603 虹  技 スタンダード 15:00 10月31日 6888 アクモス スタンダード

10月31日 5612 鋳鉄管 スタンダード 15:30 10月31日 6902 デンソー プライム 11:00

10月31日 5703 日軽金HD プライム 14:00 10月31日 6920 ﾚｰｻﾞｰﾃｸ プライム 15:00

10月31日 5802 住友電 プライム 15:00 10月31日 6923 ｽﾀﾝﾚ電 プライム 15:00

10月31日 5820 三ッ星 スタンダード 16:00 10月31日 6932 遠藤照 スタンダード 16:00

10月31日 5821 平河ﾋｭｰﾃ プライム 15:00 10月31日 6954 ﾌｧﾅｯｸ プライム 15:30

10月31日 5905 日カン スタンダード 15:30 10月31日 6960 ﾌｸﾀﾞ電 スタンダード

10月31日 5929 三和ＨＤ プライム 11:00 10月31日 6961 ｴﾝﾌﾟﾗｽ プライム 15:30

10月31日 5936 洋 ｼﾔﾀ スタンダード 16:00 10月31日 6981 村田製 プライム 14:00

10月31日 5938 LIXIL プライム 13:00 10月31日 7046 ＴＤＳＥ グロース

10月31日 5951 ﾀﾞｲﾆﾁ工 スタンダード 15:00 10月31日 7172 ＪＩＡ プライム 15:30

10月31日 5955 ﾜｲｽﾞHD スタンダード 15:30 10月31日 7173 きらぼし プライム 16:00

10月31日 5959 岡　部 プライム 15:30 10月31日 7177 GMOFHD スタンダード 15:30

10月31日 6028 ﾃｸﾉﾌﾟﾛHD プライム 15:00 10月31日 7218 田中精密 スタンダード 14:00

10月31日 6035 IRJ HD プライム 13:00 10月31日 7224 新明和 プライム 16:00

10月31日 6042 ニッキ スタンダード 15:00 10月31日 7259 アイシン プライム 13:00

10月31日 6135 牧野フ プライム 15:30 10月31日 7282 豊田合 プライム 13:00

10月31日 6157 日進工具 プライム 16:00 10月31日 7297 ｶｰﾒｲﾄ スタンダード 15:00

10月31日 6185 ＳＭＮ スタンダード 15:00 10月31日 7381 ＣＣＩＧ プライム 13:00

10月31日 6201 豊田織機 プライム 11:00 10月31日 7442 中山福 スタンダード 16:00

10月31日 6222 島精機 プライム 15:30 10月31日 7464 ｾﾌﾃｯｸ スタンダード 15:10

10月31日 6262 PEGASUS スタンダード 15:00 10月31日 7475 アルビス プライム 14:00

10月31日 6268 ﾅﾌﾞﾃｽｺ プライム 16:00 10月31日 7476 アズワン プライム 16:00

10月31日 6292 カワタ スタンダード 12:00 10月31日 7483 ﾄﾞｳｼｼｬ プライム 15:30

10月31日 6302 住友重 プライム 14:00 10月31日 7504 高  速 プライム 15:30

10月31日 6325 タカキタ スタンダード 15:00 10月31日 7510 たけびし プライム

10月31日 6331 化工機 プライム 16:00 10月31日 7595 ｱﾙｺﾞｸﾞﾗﾌ プライム 15:00

10月31日 6356 日ギア スタンダード 13:00 10月31日 7625 ﾀﾞｲﾆﾝｸﾞ スタンダード 15:30

10月31日 6360 東自機 スタンダード 15:30 10月31日 7735 スクリン プライム 15:35

10月31日 6368 ｵﾙｶﾞﾉ プライム 15:30 10月31日 7741 ＨＯＹＡ プライム 13:00

10月31日 6371 椿本チ プライム 15:30 10月31日 7774 J・TEC グロース 10:00

10月31日 6382 ﾄﾘﾆ工 スタンダード 15:30 10月31日 7775 大研医器 スタンダード 16:00

10月31日 6391 加地ﾃｯｸ スタンダード 10月31日 7795 KYORITSU スタンダード 15:30

10月31日 6454 マックス プライム 15:30 10月31日 7844 ﾏｰﾍﾞﾗｽ プライム

10月31日 6455 モリタHD プライム 15:30 10月31日 7896 ｾﾌﾞﾝ工 スタンダード 13:00

10月31日 6467 ニチダイ スタンダード 15:00 10月31日 7897 ホクシン スタンダード 16:00

10月31日 6472 ＮＴＮ プライム 10月31日 7939 研　創 スタンダード 12:00

10月31日 6473 ｼﾞｪｲﾃｸﾄ プライム 15:00 10月31日 7940 ｳｪｰﾌﾞﾛｯｸ スタンダード 15:30

10月31日 6488 ﾖｼﾀｹ スタンダード 15:00 10月31日 7942 ＪＳＰ プライム 15:00

10月31日 6493 NITTAN スタンダード 16:00 10月31日 7947 ｴﾌﾋﾟｺ プライム 15:00

10月31日 6503 三菱電 プライム 15:30 10月31日 7962 ｷﾝｸﾞｼﾞﾑ プライム 16:00

10月31日 6516 山洋電 プライム 11:00 10月31日 7988 ニフコ プライム 13:00

10月31日 6518 三相電機 スタンダード 15:30 10月31日 8005 ｽｸﾛｰﾙ プライム 15:00

10月31日 6526 ｿｼｵﾈｸｽﾄ プライム 15:30 10月31日 8015 豊通商 プライム 15:00

10月31日 6557 ＡＩＡＩ グロース 15:00 10月31日 8020 兼  松 プライム 14:00

10月31日 6565 ABﾎﾃﾙ スタンダード 14:00 10月31日 8035 東ｴﾚｸ プライム 16:00

10月31日 6586 マキタ プライム 15:40 10月31日 8046 丸藤パ スタンダード 13:00

10月31日 6592 マブチ プライム 12:00 10月31日 8052 椿本興 プライム 16:00

10月31日 6617 東光高岳 プライム 16:00 10月31日 8053 住友商 プライム 13:00

10月31日 6632 JVCKW プライム 15:00 10月31日 8076 ｶﾉｰｸｽ スタンダード 14:00

10月31日 6643 戸上電 スタンダード 15:30 10月31日 8084 RYODEN プライム 16:00

10月31日 6727 ワコム プライム 15:00 10月31日 8103 明和産 プライム 13:00

10月31日 6737 ＥＩＺＯ プライム 10月31日 8119 三栄ｺﾎﾟ スタンダード 15:00

※なお、下記のカレンダーはあくまでも予定で企業の都合により変更される可能性があります。 

決算カレンダー 
Market Data 
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日付 コード 銘柄 上場部名 時刻

10月31日 8133 エネクス プライム 13:00

10月31日 8137 ｻﾝﾜﾃｸﾉｽ プライム 16:00

10月31日 8141 新光商 プライム 15:35

10月31日 8157 都築電 プライム 12:00

10月31日 8165 千趣会 スタンダード 15:30

10月31日 8242 H2Oﾘﾃｲﾙ プライム 14:00

10月31日 8285 三谷産 スタンダード 14:00

10月31日 8473 ＳＢＩ プライム

10月31日 8585 オリコ プライム 15:30

10月31日 8616 東海東京 プライム 11:00

10月31日 8704 ﾄﾚｲﾀﾞｰｽﾞ スタンダード 15:30

10月31日 8739 ｽﾊﾟｰｸｽ G プライム 16:00

10月31日 8803 平和不 プライム 12:00

10月31日 8818 京阪神ビ プライム 15:00

10月31日 8860 ﾌｼﾞ住 プライム 14:00

10月31日 8871 ｺﾞｰﾙﾄﾞｸﾚ スタンダード 15:30

10月31日 8877 ｴｽﾘｰﾄﾞ プライム 13:00

10月31日 9009 京　成 プライム 15:30

10月31日 9023 東京ﾒﾄﾛ プライム 15:30

10月31日 9040 大宝運輸 名証メイン

10月31日 9044 南海電 プライム 14:00

10月31日 9059 カンダ スタンダード 17:00

10月31日 9065 山　九 プライム 15:30

10月31日 9110 ﾕﾅｲﾃﾄﾞ海 プライム 14:00

10月31日 9115 明海Ｇ スタンダード 13:00

10月31日 9119 飯野海 プライム 14:00

10月31日 9206 ＳＦＪ スタンダード 15:30

10月31日 9301 三菱倉 プライム 15:30

10月31日 9307 杉村倉 スタンダード 16:00

10月31日 9311 アサガミ スタンダード 15:00

10月31日 9325 ﾌｧｲｽﾞHD スタンダード 15:00

10月31日 9351 東洋埠頭 スタンダード

10月31日 9504 中国電 プライム 15:00

10月31日 9508 九州電 プライム 15:30

10月31日 9509 北海電 プライム 15:30

10月31日 9511 沖縄電 プライム 13:00

10月31日 9513 Ｊパワー プライム 17:00

10月31日 9534 北ガス プライム

10月31日 9679 ﾎｳﾗｲ スタンダード 16:00

10月31日 9687 ＫＳＫ スタンダード 15:00

10月31日 9708 帝国ﾎﾃﾙ スタンダード 14:00

10月31日 9715 ﾄﾗﾝｽｺｽﾓ プライム 15:00

10月31日 9759 ＮＳＤ プライム 15:00

10月31日 9830 Tﾅｶﾔﾏ プライム 13:00

10月31日 9832 ｵｰﾄﾊﾞｯｸｽ プライム 15:30

10月31日 9853 ﾙﾉｱｰﾙ スタンダード 15:00

10月31日 9878 セキド スタンダード 15:00

10月31日 9882 ｲｴﾛｰﾊｯﾄ プライム

10月31日 9928 ﾐﾛｸ情報 プライム 16:00

10月31日 9934 因幡電産 プライム 11:00

10月31日 9936 王将ﾌｰﾄﾞ プライム 15:30

10月31日 9950 ﾊﾁﾊﾞﾝ スタンダード 16:00

10月31日 9955 ﾖﾝｷｭｳ スタンダード 15:00

10月31日 9962 ミスミＧ プライム 15:00

10月31日 9997 ベルーナ プライム 15:00

※なお、下記のカレンダーはあくまでも予定で企業の都合により変更される可能性があります。 

決算カレンダー 
Market Data 
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格上げ・買い推奨 

※下記のレーティングや目標株価は証券各社が発表したもののうち、フィスコが把握したものを集計しています。 

格上げ・買い推奨 

レーティング

レーティング 
格上げ・買い推奨 

 

日付 証券会社 コード 社名 レーティング 目標株価（円）

10月21日 ゴールドマン 5929 三和ＨＤ 中立→買い格上げ 4800→5000

5938 ＬＩＸＩＬ 中立→買い格上げ 1700→2200

10月22日 ＳＭＢＣ日興 7189 西日本FH 2→1格上げ 2200→3000

8341 七十七銀 2→1格上げ 4800→7000

モルガン 1959 クラフティア OVERWEIGHT新規 8500

大和 1801 大成建 2→1格上げ 7800→13000

10月23日 シティ 6370 栗田工 2→1格上げ 6200→6700

6460 セガサミーＨＤ 1新規 4000

7832 バンナムＨＤ 1新規 6000

9697 カプコン 1新規 5000

9766 コナミＧ 1新規 26200

10月24日 ＵＢＳ 4091 日本酸素HD NEUTRAL→BUY格上げ 5580→5600
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格下げ・売り推奨 

※下記のレーティングや目標株価は証券各社が発表したもののうち、フィスコが把握したものを集計しています。 

レーティング 

格下げ・売り推奨 
 

日付 証券会社 コード 社名 レーティング 目標株価（円）

10月21日 ＵＢＳ 9023 東京メトロ SELL新規 1500

ゴールドマン 5947 リンナイ 買い→中立格下げ 3800→3900

みずほ 3281 ＧＬＰ 買い→中立格下げ 165000→150000

4552 ＪＣＲファーマ 買い→中立格下げ 2000→690

10月22日 ＳＭＢＣ日興 8354 ふくおか 1→2格下げ 4500→4900

モルガン 7735 スクリーンＨＤ OVERWEIGHT→EQUALWEIGHT格下げ 15900

10月23日 ＳＭＢＣ日興 7181 かんぽ生命保険 1→2格下げ 3550→4000

8795 Ｔ＆ＤＨＤ 1→2格下げ 3700→3800

10月24日 ゴールドマン 7013 ＩＨＩ 買い→中立格下げ 3250



 

株式会社フィスコ 12

本資料のご利用については、必ず巻末の重要事項（ディスクレーマー）をお読みください。 

Vol. 641 Weekly 
2025 10 27 

週刊相場観測誌

Ｍａｒｋｅｔ展望

個人 単位：億円 外国人 単位：億円

生・損保 単位：億円 信託銀 単位：億円

投信 単位：億円 事業法人 単位：億円
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投資主体別売買動向 - 1 

総括コメント 

10月第3週の投資主体別売買動向によると、外国人投資家は総合で1367億円と売り越しに転じた。現物で買い越しを継続し、

TOPIX先物と225先物で売り越しを継続した。個人投資家は総合で2789億円と買い越しに転じた。 

 

そのほか、投信は1269億円と売り越しを継続し、都地銀は2301億円と売り越しに転じた。生・損保は759億円と売り越しを継

続し、事法は1351億円と買い越しを継続し、信託は2175億円と買い越しに転じた。 

 

なお、自己は現物で売り越しを継続し、TOPIX 先物で買い越しを継続し、225 先物で買い越しに転じ、総合で 291 億円と売り越

しを継続した。この週の裁定残は前週末比4761.34億円減少（売り越し）とネットベースで2兆1105.38億円の買い越しとなった

（買い越し幅減少）。週間の騰落率は日経平均で1.05％の下落だった。 

10 月第 3 週：外国人投資家は総合で売り越しに転じる 

投資主体別売買動向



 

株式会社フィスコ 13

本資料のご利用については、必ず巻末の重要事項（ディスクレーマー）をお読みください。 

Vol. 641 Weekly 
2025 10 27 

週刊相場観測誌

Ｍａｒｋｅｔ展望

単位：億円

日付 自己 個人 外国人 投信 事業法人 生・損保 都地銀 信託銀

25/07/07 ▲1,391 ▲743 4,003 ▲4,465 2,320 ▲15 ▲274 ▲305

25/07/14 ▲3,926 ▲1,011 2,002 588 2,142 ▲418 ▲493 171

25/07/21 5,506 ▲11,788 5,715 ▲222 902 ▲320 ▲227 407

25/07/28 2,255 174 ▲1,994 624 2,880 ▲2,817 ▲362 ▲957

25/08/04 6,444 ▲5,432 ▲373 ▲412 2,441 ▲418 ▲524 ▲1,144

25/08/11 7,317 ▲11,041 5,550 116 1,758 ▲386 ▲408 ▲2,122

25/08/18 2,064 1,215 ▲1,875 ▲2,893 2,412 ▲586 ▲407 23

25/08/25 2,756 3,810 ▲2,867 ▲2,108 4,137 ▲583 ▲156 ▲4,406

25/09/01 ▲223 1,138 1,632 ▲878 3,205 ▲576 ▲117 ▲4,111

25/09/08 12,415 ▲5,222 ▲6,533 ▲1,027 2,233 ▲426 ▲188 ▲1,257

25/09/15 7,505 ▲354 ▲2,893 ▲454 1,796 ▲254 ▲156 ▲5,274

25/09/22 11,199 1,041 ▲5,313 ▲2,758 ▲211 ▲897 1 ▲3,565

25/09/29 ▲16,313 3,782 12,786 621 1,228 ▲226 ▲364 ▲2,152

25/10/06 ▲692 ▲4,467 10,716 ▲422 1,528 ▲780 ▲603 ▲4,901

25/10/13 ▲3,561 3,158 1,833 ▲1,482 1,271 ▲418 ▲723 ▲108

単位：億円

日付 自己 個人 外国人 投信 事業法人 生・損保 都地銀 信託銀

25/07/07 ▲500 ▲139 6,300 ▲350 5 119 15 ▲5,483

25/07/14 1,040 37 1,200 ▲122 ▲5 ▲47 0 ▲1,976

25/07/21 ▲3,260 303 2,500 ▲69 ▲11 113 205 ▲12

25/07/28 ▲30 ▲49 700 62 ▲39 ▲187 ▲296 ▲164

25/08/04 ▲3,420 ▲234 3,302 ▲22 ▲4 ▲93 601 ▲192

25/08/11 ▲6,810 240 6,400 67 ▲9 92 305 ▲202

25/08/18 ▲1,400 ▲120 1,500 94 ▲11 ▲0 302 ▲272

25/08/25 ▲780 48 200 200 ▲4 ▲22 204 130

25/09/01 2,300 ▲30 0 ▲1,926 10 136 ▲224 ▲1,090

25/09/08 ▲1,000 110 0 100 9 90 60 300

25/09/15 ▲4,830 15 4,200 460 ▲22 ▲124 ▲253 552

25/09/22 ▲600 80 ▲4,600 1,329 ▲10 ▲66 ▲7 3,759

25/09/29 1,500 30 ▲10,000 527 ▲36 138 ▲322 8,730

25/10/06 800 ▲40 ▲1,000 ▲112 12 93 129 ▲210

25/10/13 1,460 ▲169 0 ▲22 23 ▲240 ▲719 ▲147

単位：億円

日付 自己 個人 外国人 投信 事業法人 生・損保 都地銀 信託銀

25/07/07 3,650 160 ▲800 ▲248 225 ▲16 439 ▲3,470

25/07/14 1,460 ▲50 ▲800 ▲291 ▲9 ▲104 120 ▲208

25/07/21 ▲380 320 3,100 ▲1,053 ▲198 199 284 ▲2,410

25/07/28 870 20 ▲1,100 ▲566 11 20 631 0

25/08/04 1,379 ▲306 ▲861 ▲396 ▲86 ▲28 ▲79 ▲441

25/08/11 ▲2,010 40 4,800 ▲886 2 ▲35 330 ▲630

25/08/18 ▲3,200 ▲10 2,200 ▲46 ▲5 7 587 40

25/08/25 800 340 ▲2,400 75 15 192 166 880

25/09/01 330 ▲160 ▲600 309 ▲16 70 ▲617 870

25/09/08 ▲2,100 ▲180 5,000 ▲140 178 ▲384 377 ▲3,200

25/09/15 ▲1,180 40 2,300 ▲164 ▲114 445 ▲400 ▲800

25/09/22 1,410 120 ▲2,300 140 ▲32 175 ▲315 629

25/09/29 ▲100 240 ▲2,900 478 93 50 ▲563 2,920

25/10/06 ▲600 ▲100 0 ▲330 ▲0 ▲356 1,340 ▲380

25/10/13 1,810 ▲200 ▲3,200 235 57 ▲101 ▲859 2,430

T
O
P
I
X
先
物

日
経
平
均
先
物

現
物

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

投資主体別売買動向 - 2 

市場別データ 



 

株式会社フィスコ 14

本資料のご利用については、必ず巻末の重要事項（ディスクレーマー）をお読みください。 

Vol. 641 Weekly 
2025 10 27 

週刊相場観測誌

Ｍａｒｋｅｔ展望

銘柄名 コード 市場 上場日
仮条件
（円）

公募株数
（株）

売出株数
（株）

公募価格
（円）

初値
（円）

主幹事
10/24終値

（円）

サイバーソリューションズ 436A グロース 10/23 1,300～1,380 781,900 2,295,700 1,380 1,914 大和 1,650

事業内容：

インフキュリオン 438A グロース 10/24 1,540～1,600 1,700,000 6,018,500 1,680 1,560 SBI 1,451

事業内容：

ＮＥ 441A グロース 11/4 730～750 500,000 75,000 750 - みずほ -

事業内容：

クラシコ 442A グロース 11/5 1,220～1,390 280,000 0 - - 大和 -

事業内容：

ハンワホームズ 275A 名ネクスト 11/17 - 380,000 0 - - フィリップ -

事業内容：

ノースサンド 446A グロース 11/21 - 9,000,000 8,220,000 - - 大和 -

事業内容：

HUMAN MADE 456A グロース 11/27 - 931,400 4,740,000 - - 野村 -

事業内容：

デジタルコミュニケーション＆サイバーセキュリティ事業（メール・ビジネスチャット・グループウェア等のビジネスコミュニケーションサー
ビス及びメールに関連するセキュリティ、リスクマネジメント等のサービスの企画・開発・販売・サポート）

さまざまな産業・企業のフィンテック・パートナーとして、決済全域をカバーする組み込み型の金融・決済基盤の開発・提供および関連
コンサルティングの提供

医療従事者向け白衣・スクラブ等のメディカルアパレルの企画、開発及び販売

建設業及びECを中心とした小売・卸売業等

SaaS型EC支援プラットフォーム「ネクストエンジン」の運営、ECコンサルティング事業、ふるさと納税支援等地方創生事業

総合コンサルティング事業

紳士服、婦人服、子供服等各種衣料繊維製品及び装飾雑貨の製造、販売他

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新規上場銘柄

新規上場銘柄 
結果とスケジュール 

 

※ データは直近の新規上場銘柄の結果とスケジュールを全て掲載しています。 

証券会社によって取り扱いが異なりますので、お取引の際は各証券会社にご確認ください。 
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Ｍａｒｋｅｔ展望

コード 銘柄
終値
（円）

先行スパンＡ
（円）

先行スパンＢ
（円）

コード 銘柄
終値
（円）

先行スパンＡ
（円）

先行スパンＢ
（円）

1663 Ｋ＆Ｏエナジー 3465 3012.5 3327.5 1726 Ｂｒ．ＨＤ 335 322.75 334.5

2004 昭和産 3080 2830 3062.5 2127 日本M&A 794 595 703

2201 森永菓 2687 2535.5 2661 2281 プリマハム 2317 2180.5 2286

3048 ビックカメラ 1606 1546 1585 3198 SFP 2099 2070 2070

3232 三重交通ＧＨＤ 560 493 533.5 3401 帝人 1372 1246.75 1367

3402 東レ 979 957.75 871 3431 宮地エンジ 2032 1746.75 2025

3546 アレンザHD 1122 997.5 1039 3635 コーエーテクモ 2117 2111 1868

3660 アイスタイル 466 456.75 457.5 3762 テクマト 2249 2070.75 2120

3769 ＧＭＯＰＧ 8555 8107.5 8151 3774 ＩＩＪ 2726 2703 2645

3939 カナミックＮ 480 427 477 3941 レンゴー 951 782 940.5

3993 PKSHA 3920 3199.75 3666 4044 セ硝子 3310 3060.5 3255.5

4082 稀元素 1094 668.75 761 4093 邦アセチレン 353 352 340.5

4183 三井化学 3772 3160.25 3740 4202 ダイセル 1399 1248.75 1349

4212 積水樹脂 2150 1889.5 2128.5 4392 ＦＩＧ 312 254.5 300

4502 武田薬 4296 4244.5 4212.5 4553 東和薬品 2888 2760.25 2846.5

4763 Ｃ＆Ｒ社 1565 1546.75 1544 4847 インテリＷ 1057 1022.75 1049

4902 コニカミノルタ 549 507.25 525.5 4973 高純度化 3300 3030.5 3200.5

5021 コスモエネＨＤ 3617 3088.25 3445 5201 AGC 4915 4366.75 4855.5

5233 太平洋セメ 4217 3785.75 3648.5 5401 日本製鉄 625 617 619

5406 神戸鋼 1784 1676.5 1756.5 5471 大同特鋼 1437 1127.75 1348

5949 ユニプレス 1247 1002 1190 6140 旭ダイヤ 854 799.75 842.5

6178 日本郵政 1450 1416.25 1441.5 6289 技研製作所 1688 1408 1587.5

6302 住友重 4435 2993.5 3550 6370 栗田工 5844 4765.75 5441.5

6395 タダノ 1150 1028.5 1063 6440 ＪＵＫＩ 455 388 443.5

6459 大和冷機 1650 1612.5 1560 6638 Ｍｉｍａｋｉ 1728 1433 1685.5

6737 ＥＩＺＯ 2201 2037.5 2196.5 6763 帝通工 2660 2391.25 2550.5

6779 日電波 1170 803.25 1091.5 6823 リオン 2621 2337.25 2576

6902 デンソー 2287 1893.5 2162.5 6961 エンプラス 6650 4647.5 6370

6981 村田製 3018 2281.25 2821 7128 フルサト・マルカＨＤ 2300 2271.75 2222

7202 いすゞ自 1944 1880.25 1938.5 7467 萩原電気HD 3620 3118.75 3507.5

7510 たけびし 2108 1777 2028 7537 丸文 1194 930.25 1114

7701 島津製 4232 3876 4153 7747 朝日インテック 2459 2343 2366.5

8095 アステナHD 483 446.75 481.5 8304 あおぞら 2235 2086 2218.5

8725 ＭＳ＆ＡＤ 3261 3065 3259.5 9202 ＡＮＡ 2825 2738.25 2809

9247 ＴＲＥＨＤ 1590 1524.25 1461 9416 ビジョン 1230 1185.5 1225

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

雲上抜け銘柄（プライム） 

一目均衡表雲抜け銘柄 

 雲上抜け銘柄（プライム） 

一目均衡表 雲抜け銘柄
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Ｍａｒｋｅｔ展望

コード 銘柄
終値
（円）

先行スパンＡ
（円）

先行スパンＢ
（円）

コード 銘柄
終値
（円）

先行スパンＡ
（円）

先行スパンＢ
（円）

3038 神戸物産 3705 3866.25 3942.5 3349 コスモス薬品 7455 7976 7540

6594 ニデック 2460 2468.75 2948 8876 リログループ 1680 1844 1694.5

9887 松屋フーズ 5990 5992.5 6020

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

雲下抜け銘柄（プライム） 

一目均衡表雲抜け銘柄 

 雲下抜け銘柄（プライム） 



〒730-0031　 広島市中区紙屋町1-3-8　 ℡：082-245-5000 三 次 支 店 〒728-0012　三次市十日市中2-13-26 ℡：0824-62-3121

〒720-0812　　 福山市霞町1-1-1　 ℡：084-922-1321 可 部 支 店 〒731-0221　広島市安佐北区可部3-20-21 ℡：082-815-2600

〒700-0826 岡山市北区磨屋町1-3 ℡：086-222-1561 広島西支店 〒733-0841 広島市西区井口明神1-17-4 ℡：082-277-2700

〒726-0004　 府中市府川町335-1 ℡：0847-45-8500 東広島支店 〒739-0014 東広島市西条昭和町2-7 ℡：082-422-3621

〒722-0035　 尾道市土堂2-7-11 ℡：0848-23-8121 廿日市支店 〒738-0024　廿日市市新宮1-9-34 ℡：0829-31-6611

岩 国 支 店 〒740-0018　岩国市麻里布町2-7-7 ℡：0827-22-3161

徳 山 支 店 〒745-0034　周南市御幸通2-15 ℡：0834-31-5350

〒723-0014　三原市城町1-25-1 ℡：0848-67-6681 宇 部 支 店 〒755-0029　宇部市新天町2-3-3 ボスティビルド3階℡：0836-31-1105

〒737-0045　呉市本通3-5-4 ℡：0823-21-6401

ネットセンター（インターネット取引）　　https://www.hirogin-sec.co.jp

徳 山 支 店
萩 営 業 所

〒758-0027　萩市吉田町51-11 ℡：0838-25-2121

三 原 支 店

尾 道 支 店
今治営業所

〒794-0022 今治市室屋町1-1-13 ℡：0898-55-8280

〒722-2323　広島県尾道市因島土生町2017-3　 ℡：0845-22-2291

呉 支 店

本店営業部

尾 道 支 店

府 中 支 店

福 山 支 店

岡山営業所

尾 道 支 店
因島営業所

当資料は、投資判断の参考となる情報提供のみを目的としており、個別の金融商品の投資勧誘を目的として作成または
提供するものではありません。当資料は、作成者が信頼できると判断した情報源に基づいて作成されていますが、その情
報の正確性や完全性を、または、将来の経済・市況動向等を予測・保証するものではありません。また、当資料中の見解
等は今後予告なく変更される場合がありますので、投資に係る最終決定はご自身の判断でなさいますようお願い申し上
げます。金融商品等の手数料等及びリスクについては、当該商品等の上場有価証券等書面、契約締結前交付書面、目
論見書及びお客さま向け資料等に記載しておりますので、よくお読みください。

株式、債券、ファンド、上場ETF及び上場リートのご購入の際のご注意事項

【お取引時の手数料について】（営業店でお取引の場合の手数料率、税込表示）

● 国内株式の売買取引には約定代金に対して最大1.155％の売買手数料（同手数料額が2,750円に満たない場合は

2,750円）をいただきます。マルチネット取引で売買いただく場合には対面取引の基本手数料から20％割引（当該金額が

2,200円に満たない場合には、一律2,200円）となります。又、外国株式の売買取引には売買金額（現地における約定代金

に現地委託手数料と税金等を買いの場合は加え、売りの場合は差し引いた金額）に対して最大0.88％の委託手数料（同

手数料額が2,750円に満たない場合は2,750円）をいただきます。
● 非上場債券（国債、地方債、政府保証債、社債等）を当社が相手方となり、お買付けいただく場合には、購入対価のみ
お支払いいただきます。

● ファンドのご購入時や運用期間中には以下の費用がかかります。＜直接費用＞購入手数料（スイッチング手数料を含

む）上限3.85%、換金手数料上限1.10%、信託財産留保額上限0.50％が必要となります。マルチネット取引の場合は購入

手数料（スイッチング手数料を含む）、換金手数料について対面取引手数料の20％割引となります。

＜間接費用＞運用管理費用（信託報酬）上限2.50％、（注）その他の費用・手数料（監査費用、有価証券等の売買にかかる

手数料、資産を外国で保管する場合の費用、信託事務に要する諸費用等）をご負担頂きます。（注）その他費用・手数料は、運用

状況等により変動する為、料率の上限等を示すことができません。

● 外国株式、外国債券、外国投資信託を売買取引する際の円貨と外貨の交換レートには、約定代金に応じて当社が決定
する為替スプレッドがあります。

●＜株式、上場ETF、債券のリスク＞株式や上場ETFの売買取引については、株価の変動により投資元本を割り込むこと

があります。債券は金利水準の変動等により価格が上下し、損失が生じるおそれがあります。外国株式、外国債券及び外

貨建て資産に投資する上場ETFは、為替相場の変動等により損失が生じるおそれがあります。また、発行者の経営・財務

状況の変化及びそれらに関する外部評価の変化等により投資元本を割り込むことがあります。

● ＜為替リスク＞外貨建て商品の場合、外貨建てでは投資元本を割り込んでいない場合でも、為替変動あるいは外貨交

換の際の為替スプレッドにより、円換算ベースで投資元本を割り込み損失を被る場合があります。

● ＜上場リートのリスク＞リートは、不動産などで運用を行う上場投資法人です。リート市場価格については、金融経済動

向、不動産市況、災害（地震、火災等）等の影響を受け変動し損失が生じるおそれがあります。分配金は不動産などから

の収入に応じ変動します。金融商品取引所が定める基準に抵触し上場廃止になった場合には、取引が著しく困難になる

可能性があります。

● ＜ファンドのリスク＞ファンドは、主に国内外の株式、債券、不動産投資信託証券など値動きのある有価証券等（外貨

建て資産には為替リスクもあります）に投資しますので基準価額は大きく変動します。従って、投資元本が保証されている

ものではなく、これを割り込むことがあります。また、「毎月分配型」及び「通貨選択型」ファンドの“収益分配金に関する留

意事項”及び“通貨選択型投資信託の収益イメージ”は、必ずご確認して頂きたい重要事項となっておりますので、投資信

託説明書（交付目論見書）をよくお読みください。

【リスクについて】

商号等 ひろぎん証券株式会社
金融商品取引業者中国財務局長（金商）第20号

加入協会 日本証券業協会

資料作成：株式会社フィスコ

〒107-0062 東京都港区南青山五丁目13番3号

（帳票J-10-002 企画部2024年4月改正）
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